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バソコン接続マニュアルについて 

本マニュアルでは 、 FOMA P 705 iA // PR 0 S 0 LID "でデータ通信をする際に必要な事項についての 
説明をはじめ、 CD - ROM 内の 「 FOMA 通信設定ファイル 」 •「FOMA PC 設定ソフト」のインス!ル 
方法などを説明しています。 

お使いの環境によっては操作手順や画面が一部異なる場合があります。また、 「 PR 0 S 0 LID "」が 
「 P 705 iCL 」 と表示される場合があります。 
































64 K データ通信 


FOMA 端末から利用できるデータ通 
信について 

FOMA 端末とバソコンを接続してご利用できるデー 
夕通信は、バケツト通信 • 64 K データ通信とデータ 
転送 （ OBEX TM 通信）に分類されます。 

FOMA 端末はパケツト通信用アダプタ機能を内蔵し 
ています。 

•海外でバケツト通信を行う場合は、 IP 接続で通信を行ってくださ 
し、。 （ PPP 接続ではバケツト通信できません。） 

•海外では、 64 K データ通信はご利用になれません。 

画像や音楽、電話帳やメールなどのデータを、他の 
FOMA 端末やパソコンなどとの間で送受信します。 



本 FOMA 
端末 


接続している時間に応じて、通信料金がかかる通信形 
態です。 FOMA 端末とパソコンを FOMA 充電機能付 
USB 接続ケーブル01(別売）で接続し、通信を行 
います。 

ドコモのインターネット接続サービス rmopera UJ 
/ rmopera 」 などの FOMA 64 K データ通信対応の 
接続先、または旧 DN の同期 64 K 対応の接続先をご利 
用ください。 

P .4 以降の説明に従って、設定と接続を行ってくださ 
い。 

• 64 K データ通信では、接続した時間量に応じて課金されます。 
長時間にわたる接続を行った場合、通信料金が高額になりますの 
でご注意ください。 

• F 0 MA 5 器末は 、 Remote Wakeup には対応していません。 

• FOMA 端末は FAX 通信をサボートしていません。 

• FOMA 端末をドコモの PDA「sigmarion II」、 「sigmarion III 」、 
rmuseaj に接続してデータ通信を行うことができます。 
「sigmarion II 」や rmuseaj を利用する場合は、アップデー 
卜が必要です。アップデートの方法などの詳細は、ドコモの 
ホームページをご覧ください。 



端末 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル〇1 
microSD メモリーカード 
ドコモケータイ datalink 


パケッ 


送受信したデータ量に応じて通信料金がかかる通信形 
態です。（受信最大 3.6 Mbps 、 送信最大 384 kbps ) 

ドコモのインターネット接続サービス rmopera UJ 
/ rmopera 」 など、 FOMA パケット通信に対応し 
た接続先を利用します。 

パケット通信は FOMA 端末とパソコンを FOMA 充電 
機能付 USB 接続ケーブル01(別売）で接続し、各 
種設定を行うことで利用でき、高速通信を必要とする 
アプリケーションの利用に適しています。 

P .4 以降の説明に従って、設定と接続を行ってくださ 
い。 

•バケット通信では送受信したデータ量に応じて課金されます。画 
像を多く含むホームページの閲覧、データのダウンロー ドなどの 
データ量の多い通信を行うと、通信料金が高額になりますのでご 
注意ください。 

• FOMA 八イスピードエリア外では送受信ともに最大 384 kbps と 
なります。 

• ドコモの PDA「sigmarion III」「sigmarion II」 rmuseaj でパ 
ケット通信をご利用の場合、送受信ともに最大 384 kbps となり 
ます。八イスピードエリア対応の高速通信には対応しておりませ 
ん〇 



C 使用になる前に 


インターネットサービスプ□バイダの利用料 
について 


インターネットをご利用の場合は、ご利用になるイン 
ターネットサービスプ□バイダに対する利用料が必要 
になります。この利用料は、 FOMA サービスの利用 
料とは別に直接インターネットサービスプ□バイダに 
お支払いいただきます。利用料の詳しい内容について 
は、ご利用のインターネットサービスプ□バイダにお 
問い合わせください。 

ドコモのインターネット接続サービス rmopera UJ 
/ rmopera 」 をご利用いただけます。 
rmopera U 」 をご利用いただく場合は、お申し込み 
が必要（有料）となります。 rmopera 」 をご利用い 
ただく場合は、お申し込み不要、月額使用料無料です 
が、通信速度は送受信ともに最大 384 kbps までとな 
ります。 
























接続先（インターネットサービスプ□バイダ 
など）の設定について 


バケツト通信と 64 K データ通信では接続先が異なり 
ます。バケツト通信を行うときはバケツト通信対応の 
接続先、 64 K データ通信を行うときは FOMA 64 K 
データ通信、または ISDN 同期 64 K 対応の接続先をご 
利用 < ださい。 

• DoPa の接続先には接続できません。 


ネットワークアクセス時のユーザ認証について 


接続先によっては、接続時にユーザ認証 （ ID とパス 
ワード）が必要な場合があります。その場合は、通信 
ソフト（ダイヤルアップネットワーク）で ID とパス 
ワードを入力して接続してください。 ID とパスワード 
は接続先のインターネットサービスプ□バイダまたは 
接続先のネットワーク管理者から付与されます。詳し 
い内容については、そちらにお問い合わせください。 


ブラウザ利用時のアクセス認証について 


FirstPass (ユーザ証明書）が必要な場合は、付属 
の CD - ROM から RrstPass PC ソフトをインス I 
ルし、設定を行ってください。 

詳しくは CD - ROM 内の 「 FirstPassPCSoft 」 フォ 
ルダ内の 「 FirstPassManual 」（ PDF 形式）をご覧 
ください。 


パケツト通信および 64 K データ通信の条件 


日本国内で FOMA 端末による通信を行うには、以下 
の条件が必要になります。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01(別売） 
が利用できるパソコンであること 

• FOMA パケット通信、 64 K データ通信に対応した 
PDA であること 

• FOMA サービスエリア内であること 

• パケット通信の場合、接続先が FOMA のパケット通 
信に対応していること 

• 64 K データ通信の場合、接続先が FOMA 64 K デー 
夕通信、または ISDN 同期 64 K に対応していること 

ただし、上の条件が整っていても、基地局が混雑して 
いる、または電波状況が悪い場合は通信ができないこ 
とがあります。 


動作環境について 

データ通信におけるパソコンの動作環境は以下のとお 
りです。 


項目 

説明 

パソコン本体 

PC-AT 互換機 

F0MA 充電機能付 USB 接続ケーブル01(別売） 

を使用する場合： 

USB ポート (Universal Serial Bus 
Specification Rev 1 _ 1 準拠） 

ディスプレイ解像度800 X600 ドット、 

High Colorl 6ピット以上を推奨。 

0S 

Windows 2000, Windows XP、 

Windows Vista (各日本語版） 

必要メモリ 

Windows 2000 : 64M バイト以上 

Windows XP :1 28 M バイト以上 

Windows Vista : 51 2M バイト以上 
(各日本語版） 

八ードディスク 
容量 

5M パイト以上の空き容量 


• 0S アップグレードからの動作は保証いたしかねます。 

• 必要メモリおよび八ードディスクの空き容量はシステム環境に 
よつて異なることがあります。 

• メニューが動作する推奨環境は Microsoft® Internet 
Explo 「 e 「 6.0 以降です。 CD-ROM をセットしてもメニューが表 
示されない場合は次の手順で操作してください。 

く Windows XP、Windows 2000の場合> 

マイコンピュータなどで CD-ROM を参照して、 「index.html」 を 
ダブルクリックしてください。 

〈Windows Vista の場合> 

「コンピュータ」などで CD-ROM を参照して、 「index.html」 を 
ダブ J レクリックしてください。 

※Windows Vista の場合、推奨環境は Microsoft® Internet 
Exp I ore 「7.0以降です。 


CD-ROM をパソコンにセットすると、下記のような警告画面が 
表示される場合があります。この警告は、 Internet Explorer の 
セキュリティの設定によって表示されますが、使用には問題あ 
りません。 

「はい」をクリックしてください。 

※画面は Windows XP を使用した場合の例です。お使いのパソ 
コンの環境により異なる場合があります。 





R 今 ft. Caw 光 --: 
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必要な機器について 

FOMA 端末とバソコン以外に以下のノ V — ドウェア、 
ソフトウェアを使います。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01(別売） 
または 、 FOMA USB 接続ケーブル（別売） 

•付属 CD - ROM「FOMA P 705 i “/ PR 0 S 0 UD “ 
用 CD - ROM 」 

• USB ケーブルは専用の 「 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 

01」または 、 「FOMA US 巳接続ケーブル」をご利用くださ 
し'！。パソコン用の USB ケーブルはコネクタ部の形状が異なる 
ため使用できません。 

•本書では、 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01の場合 
で説明しています。 

• USB HUB を使用すると、正常に動作しない場合があります。 


FOMA 端末と他の機器との接続方法 

FOMA 端末と他の機器を接続するには、次の2つの方 
法があります。 


FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01を使う 


FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01(別売） 

を使って、 USB ポートを装備したパソコンと接続し 
ます （ P 4 参昭、 

バケット通信、 64 K データ通信、データ転送のすべ 
ての通信形態に利用できます。 

•データ通信を行うには 「 usb モード設定」を「通信モード」に 
設定してください。 

►設定その他 USB モード設定通信モード」の操作を 
行います。 

•ご使用前に FOMA 通信設定ファイル（ドライパ）のインストール 
が必要です0 


赤外線通信を使う 


赤外線を使って、 FOMA 端末と赤外線通信機能が搭 
載された他の FOMA 端末、携帯電話、パソコンなど 
とデータを送受信します。 

データ転送を行う場合のみ利用できます。 


■用語解説 

• APN 

Access Point Name の略です。パケット通信において、接 
続先のインターネットサービスプ□パイダや企業内 LAN を識 
別します。例えば mopera U の場合は 「 mopera . net 」 のよう 
な文字列で表します。 

• cid 

Context Identifier の略です。バケット通信をする際に、 
FOMA 端末にあらかじめ登録する APN の登録番号です。 

FCMA 端末では、1から10までの10件を登録できます。 

• Administrator 権限 • 管理者権限 

本書では 、 Windows XP、Windows 2000 、 Windows 
Vista のシステムのすべてにアクセスできる権限のことを指し 
ています。 

通常、 Administrators の グルー プに所属したユー ザーはこの 
権限を持っています。一方、 Administrator 権限または管理者 
権限を持たないユーザー は システムへのアクセスが限定されて 
いるため、 F 0 MA 通信設定ファイル（ドライパ）のインストー 
ルなどを行うとエラーになります。 

パソコンの管理者権限の設定については、各パソコンメーカ、 
マイク□ソフト社にお問い合わせください。 

• DNS 

Domain Name System の略です 0 rnttdocomo . co . jp 」 の 
ような人間が理解しやすい名前を、コンピュータが管理しやす 
い数字で表したアドレスに変換するシステムのことです。 

•HSDPA 

HSDPA (High Speed Downlink Packet Access ) は第 3 
世代 （3 G ) 携帯電話方式 rW - CDMAJ のデータ通信を高速 
化した規格です。 

• QoS 

Quality of Service の略でネットワークのサービス品質です。 
FOMA 端末の QoS 設定では、速度を限定しないで接続するか 
あるいは最高速度（上り 384 kbps 、 下り 3.6 Mbps ) でのみ 
接続するかを設定できます。（接続後の速度は可変します。）詳 
しくは P .55 参照。 

•通信設定最適化 

FOMA ネットワークでバケット通信を行うときに、 TCP / IP の 
伝送能力を最大限に生かすための TCP パラメータです。 
「 Wireless 」、「 W - CDMA 」、「 Windows 」 の環境下で FOMA 
端末の通信性能を最大限に活用するには、 TCP パラメータの 
最適化が必要です。 

• W-CDMA 

世界標準規格として認定された第三世代移動通信システム 
( IMT -2000) の1つです。 

FCMA 端末は、 W - CDMA 規格に準拠しています。 
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FOMA 端末とパソコンを接続してドコモケータイ 
datalink を利用する場合の準備の流れは次のとおり 
です。 


FOMA 通信設定ファイルをダウンロード、インス!-ールする 
( P .5、 P .31 参照） 

• 付属の CD - ROM からインス I ル 
または 

• ドコモホームぺージからダウンロードし、インストール 


■付属の 「FOMA P 705 iAf/PROSOUD 以用 CD - ROM 」 に 
ついて 

FCMA 端末とパソコンを FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 
01で接続してパケット通信を行うときには、付属の 「 F 0 MA 
P 705 i "/ PR 0 S 0 LID "用 CD - ROM 」 の 「 FOMA 通信設定 
ファイル」（ドライバ）をパソコンにインス!ルしてくださ 
し、。また、通信を行う際に APN やダイヤルアップの設定が簡単 
に行える 「FOMA PC 設定ソフト」をインストールすることを 
おすすめします。 


パソコンと FOMA 端末を接続する 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01(別売) 
の取り付け方法について説明します。 



FOMA 端末の外部接続端子の向きを確認し、 
FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル01 
の外部接続コネクタをまっすぐ「カチッ J と 
音がするまで差し込む 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル01 
の USB コネクタをパソコンの USB 端子に 


FOMA 端末とパソコンを接続してバケツト通信を利 
用する場合の準備の流れは次のとおりです。 


パソコンと FOMA 端末を FOMA 充電機能付 USB 接続ケープ 
ル01(別売）で接続する 



FOMA 通信設定ファイルをダウンロード、インス!-ールする 

㈤ ） 

• 付属の CD - ROM からインス I ル 
または 

• ドコモホームぺージからダウンロードし、インストール 


インストール後の確認をする（※之） 


FOMA PC 設定ソフトを使 
用して接続先を設定する 
(^ 3 ) 


FOMA PC 設定ソフトを使 
用しないで接続先とダイヤル 
アップネットワークを設定す 
る (^4) 



接続する（※已） 


※ l 〜5 :パソコンの 0 S により参照先が異なります。 


パソコンの 0 S 

参照ページ 

※l 

※2 

※彐 

※斗 

※巳 

Windows XP / 
Windows 2000 

P .5 

P .7 

P .8 

P .20 

P .29 

P .16 

P .28 

Windows Vista 

P .31 

P .32 

P .33 

P .42 

P .45 

P .40 

P .44 


接続する 



• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01のコネクタは無理 
に差し込まないでください。故障の原因となります。各コネク 
夕は正しい向き、正しい角度で差し込まないと接続できませ 
ん。正しく差し込んだときは、強い力を入れなくてもスムーズ 
に差し込めるようになっています。うまく差し込めないとき 
は、無理に差し込まず、もう一度コネクタの形や向きを確認し 
てください。 

• USB ケーブルは専用の FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 
01をご利用ください。（パソコン用の USB ケーブルはコネク 
夕部の形状が異なるため使用できません。） 

• RDMA 端末に表示される「|」は、パケット通信または 64 K 
データ通信の FOMA 通信設定ファイル（ドライパ）のインス 

I ) レを行い、バソコンとの接続が認識されたときに表示されま 
す。 FOMA 通信設定ファイル（ドライパ）のインストール前に 
は、パソコンとの接続が認識されず、「！」も表示されません。 


L. 


»ぺ=ジにつづく 










































■取り外し方 

1 . FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01の外部接続コネク 
夕のリリースポタンを押しながら、まっすぐ弓 I き抜く。 

2. パソコンの USB 端子から FOMA 充電機能付 USB 接続ケープ 
ル01を引き抜く。 





• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01は無理に取り 
外さないでください。故障の原因となります。 

•データ通信中は FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 
01を取り外さないでください。パソコンや FOMA 端末の 
誤動作や故障、データ消失の原因となります。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01の取り付け • 
取り外しは連続して行わないでください。一度、取り付 
け • 取り外しを行った場合は、間隔をおいてから再び行っ 
てください。 



Windows XP / 

Windows 2000 を 
ご利用の場合 



FOMA 通信設定ファイル（ドライバ) 
をインス I ルする 


FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）のインス!-一 
ルは、ご使用になるパソコンに FOMA 端末を FOMA 
充電機能付 USB 接続ケーブル01(別売）で初めて 
接続するときに必要です。 

• 必ず Administrator 権限またはバソコンの管理者権限を持った 
ユーザーで 行ってください。 


Windows XP の場合 


FOMA 端末と FOMA 充電機能付 USB 接続 
ケープル01を接続する （ P .4 参照） 


3 「データリンクソフト • 各種設定ソフト」を 
ク U ックする 

•「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライパ）のインス!ル中 
にこの画面が表示された場合は画面を閉じてください。 



「 FOMA 通信設定ファイル （ USB ドライ 
パ)」の「インストール」をクリックする 



開いたフォルダの中から 
「 FOMAinst . exe 」 をダブルクリックする 

「ソフトウェア使用許諾契約書」をよく読み、 
「同意する」をクリックする 



インストル前に、使用 m 若契約軎を必すお読凝さい。 


Windows を起動し、付属の 「FOMA 
P フ OSiiu/PROSOLID 以用 CD - ROM 」 
をパソコンにセツトする 


使用許誌契約著に同意しま，か。 

同意する I 同意しなぃ丨 
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FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA 端末 
と接続した FOMA 充電機能付 USB 接続 
ケーブル01をパソコンに接続する 

インストールが始まります。 

タスクパーのインジケータから「新しい八ードウエアが見つ 
かりました」というポップアップのメッセージが数秒間表示 
されます。 

インストールが完了すると、タスクパーのインジケータから 
「新しい八ードウ I アがインス I -- ルされ、使用準備ができ 
ました。」というポップアップメッセージが数秒間表示され 
ます。 


■自動でインストールされず、「新しい八ードウェアの検 
索ウィザードの開始」が表示された場合 

以下の手順でインス I ルを行ってください。 

1. 「いいえ今回は接続しません」を選択し、「次へ」をク 
| J ックする 

(お使いのパソコンにより、この画面は表示されない場 
合があります。） 

2. 「一覧または特定の場所からインス!ルする（詳 
細)」を選択し、「次へ」をクリックする 

3. 「次の場所で最適のドライパを検索する」を選んだ後、 
「リムーバブルメディア（フ□ッビー、 CD - ROM など） 
を検索」のチェックを外し、「次の場所を含める」を 
チェックする 

4. 「参照」をクリックし、「く CD - ROM ドライブ名>¥ 
USB _ Driver ¥ P 705 i " Drivers ¥ Win 2 k_XPJ また 
は「く CD-ROM ドライブ名 >¥ USB _ D 「 ive 「¥ 
PROSOLD " Drivers ¥ Win 2 k _ XP 」 を指定し、「次 
へ」をクリックする 

( CD - ROM ドライブ名はお使いのパソコンによって異 
なります。） 

5. 「完了」をクリックする 

g 「インストールする（推奨)」をクリックする 

続いて、 FOMA パイトカウンタをインストールします。 
画面に従ってインストールしてください。 

• FOMA パイトカウンタをインストールしない場合は手順9 
へ進みます。 



g 「完了」をクリックする 


引き続き、 「 FCMA 通信設定ファイル」（ドライパ）が正しくイ 
ンストールされていることを確認します。 （ P .7 参照） 


Windows 2000の場合 


FOMA 端末と FOMA 充電機能付 USB 接続 
ケーブル01を接続する （ P .4 参照） 

Windows を起動し、付属の 「FOMA 
P フ 05 iiu/PROSOUD 以用 CD - ROM 」 
をパソコンにセツトする 


3 「データリンクソフト • 各種設定ソフト」を 
ク U ツクする 



「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライパ）のインス!ル中 
にこの画面が表示された場合は画面を閉じてください。 




4 「 FOMA 通信設定ファイル （ USB ドライ 
パ)」の「インストール」をクリックする 



開いたフォルダの中から 
「 FOMAinst . exe 」 をダブルクリックする 

「ソフトウェア使用許諾契約書」をよく読み、 
「同意する」をクリックする 


ソフトウ1ア使用許諾契約. 

本契約は、お客様(個人又は法人のいずれかで•あるかを問いませ 
ん)と、株式会社15•ティ•ティ-ド]モ似下「斟: LI といいます)と 
の間で締碚される契約(以下、「本契約」といいます。 ） です。本契 
約の各条項をお読みいげどき、ご同意いただいた埸合のみ、本ソフ 
トウ: t アをご利用い妓くことがで•きるも ( D とします。以下の条項に同 
意される埸合には、「同意する」抑ンを押してください。 




インスト-ル前に、使用許飄勺喾を必すお読み傲い。 
使用許 i 若契約書に同意しますか。 


同意する 


同意しない 
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FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA 端末 
と接続した FOMA 充電機能付 USB 接続 
ケーブル01をパソコンに接続する 

インストールが始まります。 

タスクパーのインジケータから「新しい八ードウエアが見つ 
かりました」というポップアップのメッセージが数秒間表示 
されます。 

インス I ルが完了すると、タスクパーのインジケータから 
「新しい八ードウ I アがインス I -- ルされ、使用準備ができ 
ました。」というポップアップメッセージが数秒間表示され 
ます。 


「インストールする（推奨)」をクリックする 

続いて、 FOMA パイトカウンタをインストールします。 
画面に従ってインス I ルしてください。 

• FOMA バイトカウンタをインス I -- ルしない場合は手順9 
へ進みます。 



g 「完了」をクリックする 


引き続き、 「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライパ）が正しくイ 
ンス I ルされていることを確認します。 （ P .7 参照） 


インストールしたドライバを確認する 

「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライバ）が正しくイ 
ンス I -ールされていることを確認します。 


〈Windows XP の場合> 

「スタート j ► r コントロールパネル」を開く 
「パフオーマンスとメンテナンス」 

► 「システム」を開< 


各デバイスをクリックして、インス!^ール 
されたドライバ名を確認する 

「ポート ( COM と LPT )」、 「モデム 」、 「USB (Universal 
Serial Bus ) コント□-ラ」の下にすベてのドライバ名が 
表示されていることを確認します。 



Windows XP の場合 



Windows 2000の場合 

※〇〇!^ポート番号は、お使いのパソコンによって異なります。 


〈Windows 2000の場合> 

「スタート J ► 「設定」 ► 「コントロールパ 
ネル」を開く ► 「システム」を開く 

「八ードウエア」タブをク II ック 
► 「デバイスマネージャ」をクリックする 


「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライバ）をインストール 
すると、以下のドライパがインストールされます。 


デバイス名 

FOMA 通信設定ファイル（ドライパ）名 

ポート （ COM と LPT ) 

- FOMA P 705 i " Command Port 
または FOMA P 705 iCL 

Command Port 

.FOMA P 705 i " OBEX Port または 
FOMA P 705 iCL OBEX Port 

モデム 

- FOMA P 705 i " または FOMA 
P 705 iC し 

USB (Universal Serial 
Bus ) コント□—ラ 

• FOMA P 705 i " または FOMA 
P 705 iC し 


「FOMA PC 設定ソフト」を使って接続先の設定をするには 
P .9 参照。 

「FOMA PC 設定ソフト」を使わずに接続先の設定をするには 
P .20、 P .29 参照。 
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FOMA 通信設定ファイル（ドライバ） 
をアンインス I ^ールする 

「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライバ）のアンイン 
ス I -ールが必要になった場合（バージョンアップする 
場合など）は、次の手順で行ってください。ここでは 
Windows XP を例にしてアンインス I -ールを説明し 
ます。 

• 必ず Administrator 権限またはバソコンの管理者権限を持った 
ユーザーで 行ってください。 

FOMA 端末とパソコンが FOMA 充電機能 

付 USB 接続ケープル01(別売）で接続 

されている場合は、 FOMA 充電機能付 

USB 接続ケープル01を取り外す 

「スタート J ► 「コントロールパネル」 
「プログラムの追加と削除」を開く 

「FOMA P フ 05 iiu USBJ または 

「FOMA P フ 05 iCL USBJ を選択して、 

「変更と削除」をクリックする 

roKj をクリックする 

「はい」をクリックして Windows を再起動 

する 

以上でアンインス I ルは終了です。 

•「いいえ」をクリックした場合は、手動で再起動をしてく 
ださい。 

•「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライバ）をインス!ルすると 
きに、途中でパソコンから FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブ 
ル01を抜いてしまったり、「キャンセル」ポタンをクリック 
してインス I ルを中止してしまった場合は、 「 FOMA 通信設 
定ファイル」（ドライバ）が正常にインストールされない場合 
があります。このような場合は、 「 F 0 MAP 705 i "/ 
PR 0 S 0 LID "用 CD - ROM 」 内の 「 USB _ D 「 ive 「」— 
rP 705 i ^ Drivers ] または 「 PR 0 S 0 L 1 D " Drivers 」— 
rWin 2 k_XPJ を開き 「 p 705 iuun . exe 」 または 
「 p 705 clun . exe 」 を実行して 「 FOMA 通信設定ファイル」 
(ドライバ）を一度削除してから、再度インス!-ールし直して 
ください。 



FOMA PC 設定ソフトについて 


FOMA 端末をパソコンに接続してバケツト通信や 
64 K データ通信を行うには、通信に関するさまざま 
な設定が必要です 。 「FOMA PC 設定ソフト」を使う 
と、簡単な操作で以下の設定ができます 。 「FOMA 
PC 設定ソフト」を使わずに、バケツト通信や 64 K 
データ通信を設定することもできます。 （ P .20、 
P .29 参照） 


■かんたん設定 

ガイドに従い操作することで 「 FOMA データ通信用ダイヤル 
アップの作成」や「通信設定最適化」などをかんたんに行いま 
す。 

■通信設定最適化 

「 FOMA パケット通信」を利用する前に、パソコン内の通信設定 
を最適化します。 

通信性能を最大限に活用するには、通信設定最適化が必要にな 
ります。 

■接続先 （ APN ) の設定 

バケット通信に必要な接続先 （ APN ) の設定を行います。 
FOMA パケット通信の接続先には、 64 K データ通信と異なり通 
常の電話番号は使用しません。 

あらかじめ接続先ごとに、 FOMA 端末に APN (Access 
Point Name ) と呼ばれる接続先名を登録し、その登録番号 
( cid ) を接続先番号欄に指定して接続します。 

お買い上げ時、 cid * の1香には mopera の接続先 （ APN ) 
「 mopera . ne . jp 」 が、 cid ※の3番には mopera U の接続先 
( APN )「 mopera . net 」 が登録されていますが、その他のプロ 
バイダや企業内 LAN に接続する場合は接続先 （ APN ) の設定が 
必要になります。 

※ 「Context Identifier 」 のことで、パケット通信の接続先 
( APN ) を FOMA 端末に登録する番号 


•旧 「 W - TCP 設定ソフト」、旧 「 FOMA データ通信設定ソフト」 
または、本 「FOMA PC 設定ソフト」（パージョン 4.0.0) よ 
り以前のバージョンをインストールされている場合は、あらか 
じめそれらのソフトをアンインス I ルしてください。 
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FOMA PC 設定ソフトによる通信の 
設定 


STEP 1 ソフトのインストール 


「FOMA PC 設定ソフト」をインストールしま 
す0 

インス I ル方法については P .9 参照。 

本 「FOMA PC 設定ソフト」（バージョン 4.0.0) より以前の 
パージョンがインス!ルされている場合は、本 「 F 0 MA 
PC 設定ソフト」をインストールできませんので、あらかじ 
めアンインス!ルしてください。旧 「 W - TCP 設定ソフト」 
および、旧 「 F 0 MA データ通信設定ソフト」がインストール 
されているという画面が出た場合は P . l 1参照。 


STEP 2 設定前の準備 


I 各種設定前の準備をします。 

各種設定の前に F 0 MA 端末にパソコンが接続され、正しく認 
識されていることを確認してください。 F 0 MA 充電機能付 
USB 接続ケーブル01(別売）の取り付け方法ついては 
P .4 参照。 

F 0 MA 端末がパソコンに正しく認識されていない場合、各種 
設定および通信を行えません。 F 0 MA 端末がノぐノコンに正し 
く認識されているか確認するには P .7 参照。 

「 F 0 MA 通信設定ファイル」（ドライパ）のインス! -- ル方法 
については P .5 〜 P .8 参照0 



STEP 3 各種設定作業 


ご利用の通信に対応した設定をします。 


かんたん設定からパケット通信を設定する 
「mopera U 」 または 「 mopera 」 を 

接続先として利用する場合 . P .12 

「mopera U 」 または 「 mopera 」 以外の 

プ□バイダを利用する場合 . P .13 

かんたん設定から 64 K データ通信を設定する 
「mopera U 」 または 「 mopera 」 を 

接続先として利用する場合 . P .14 

「mopera U 」 または 「 mopera 」 以外の 
プ□バイダを利用する場合 . P .15 


バケツト通信性能を最適化するには P .1 8参照。 
接続先 （ APN ) を設定するには P . 19参照。 



FOMA PC 設定ソフトをインス I >一 
ルする 

FOMA 端末をパソコンに接続してパケット通信や 
64 K データ通信を行うには、通信に関するさまざま 
な設定が必要です。 

「FOMA PC 設定ソフト」を使うと、簡単な操作でダ 
イヤルアップ、通信設定最適化や接続先 （ APN ) の 
設定ができます。 

• 必ず Administrator 権限またはバソコンの管理者権限を持った 
ユーザーで 行ってください。 


I FOMA PC 設定ソフトインストール時 
の注意 


FOMA 端末がパソコンに正しく認識されてい 
るかご確認ください 


「FOMA PC 設定ソフト」をインス I -ールする前に、 
バソコンのデバイス上に 「 FOMA 通信設定フアイル」 
(ドライバ）が正しく登録されている必要があります。 
( P .7 参照） 


■ FOMA 端末をはじめてパソコンに接続すると 

下のようなウィザードが開始されます。 

F 0 MA データ通信を利用するには、ご利用のパソコン側に、 
FCMA 端末が「通信デパイス」として登録されている必要があ 
ります。 

「 F 0 MA 通信設定ファイル」（ドライパ）のインス!ルについ 
ては P .5 〜 P .8 参照。 



I FOMA PC 設定ソフトをインストール 
する 

ここでは Windows XP にインス I -ールするときの画 
面を掲載しています。お使いのパソコンにより画面の 
表示が多少異なります。 

付属の 「FOMA P 705 i / i / PR 0 S 0 LID # 
用 CD - ROMJ をパソコンにセツトする 
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「FOMA PC 設定ソフト」をインストールするには 

「データリンクソフト • 各種設定ソフト」を 
ク 1 J ックする 

•「FOMA PC 設定ソフト」のインストール中にこの画面が 
表示された場合は画面を閉じてください。 



「FOMA PC 設定ソフト」の「インストー 
ル」をクリックする 



「インス! j レ」をクリックすると、下記のような警告画 
面が表示される場合があります。この警告は 、 Internet 
Explorer のセキュリティの設定によって表示されますが、 
使用には問題ありません。 

•「ファイルのダウンロードーセキュリティの警告」 
ウインドウが表示された場合 

「実行」をクリックしてください。 



•「Internet Explorer -セキユリテイの警告」 
ウインドウが表示された場合 

「実行する」をクリックしてください。 





4 「次へ」をクリックする 

セットアップを始める前に、現在稼働中の他のプ□グラムが 
ないことをご確認ください。ご使用中のプ□グラムがあった 
場合は、「キャンセル」をクリックして、ご使用中のプ□グ 
ラムを保存終了させたあとインス I ルを再開してくださ 
い0 

•「旧 W - TCP 設定ソフト」、「旧 FOMA データ通信設定ソフ 
卜」および「旧 FOMA PC 設定ソフト」がインス! -- ルさ 
れているという画面が出た場合は P . l 1参照。 

内容をご確認の上、契約内容にご同意いた 
だける場合は、「はい」をクリックする 

セットアップタイプを選択する 

セットアップ後、タスクトレイに「通信設定最適化」を常駐 
させるかどうか選択できます。常駐する場合は「タスクトレ 
イに常駐する」にチェックを付けて、「次へ」をクリックし 
てインス I ルを続けてください。 

•「タスクトレイに常駐する」のチェックを付けなかった場 
合でも 「FOMA PC 設定ソフト」の「メニュー」—「通信 
設定最適化をタスクトレイに常駐させる」を選択すること 
により設定変更可能です。 





デスクトップの右下（通常）のタスク 
トレイに表示されます。 



7 インストール先を確認して、「次へ」をク 
■ J ックする 

変更する場合は、「参照」をクリックして、任意のインス 
I ル先を指定して「次へ」をクリックしてください。 
(異なったドライブにもインス I ルできますが、八ード 
ディスクスペースなどの問題がなければそのままお進みくだ 
さい。） 



zmuif'MH'M-m. 加!!，邪 售 
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プログラムフォルダのフォルダ名を確認し 
て、「次へ」をクリックする 

変更する場合は、新規フォルダ名を入力して、「次へ」をク 
リックしてください。 



g 「完了」をクリックする 

セツトアップが完了すると 、 「FOMA PC 設定ソフト」の操 
作画面が起動します。 


■「FOMA PC 設定ソフト」インス I ル時の画面表示 

旧 「 W - TCP 設定ソフト」がインス!ルされている場合 

警告画面が表示されます。 

「アプリケーシヨンの追加と削除」から旧ノジヨンの 
「 W - TCP 設定ソフト」をアンインス I ルしてください。 

旧 「 FOMA データ通信設定ソフト」がインストールされている場合 

警告画面が表示されます。 

「アプリケーションの追加と削除」から旧バージョンの 「FOMA 
データ通信設定ソフト」をアンインス I ルしてください。 

本 「FOMA PC 設定ソフト」（パージョン 4.0.0) より以前の 
パージョンがインス I -ールされている場合 

警告画面が表示されます。 

「アプリケーションの追加と削除」から旧パージョンの 「FOMA 
PC 設定ソフト」をアンインストールしてください。 

インストール途中で「キャンセル」を押した場合 

セットアップの途中で「キャンセル」や「いいえ」をクリック 
した場合、確認画面が表示されます。インストールを継続する 
場合は「いいえ」を、意図的に中止する場合は「はい」をク 
リックし、「完了」をクリックしてください。 


■「FOMA PC 設定ソフト」のパージヨン情報の確認について 



「FOMA PC 設定ソフト」の「メニュ ー 」 — 「パージョン情報」 
を選択します。 

「FOMA PC 設定ソフト」のパージョン情報が表示されます。 



バケット通信や 64 K データ通信に関するさまざまな 
設定をします。 

簡単に設定できる「オート設定」とパソコンの知識が 
必要な「マニュアル設定」があります。 

設定の前に FOMA 端末がバソコンに接続されている 
かご確認ください。 

1 「スタート J ► 「すべてのプログラム J 
► 「FOMA PC 設定ソフト」 

「FOMA PC 設定ソフト」を開く 

<Windows 2000の場合> 

「スタート」—「プ□グラム 」— 「FOMA PC 設定ソフト」 

— 「FOMA PC 設定ソフト」を開く 

この設定ソフトでは、お客様の選択した「接続方法」および 
「接続プ□バイダの情報」に従い、表示される設問に対する 
選択 • 入力を進めていくと、簡単に FOMA 用ダイヤルアッ 
プを作成できます。 

• 「かんたん設定」からパケット通信を設定する場合は P . 12 
参照。 

• 「かんたん設定」から 64 K データ通信を設定する場合は 
P . 14参照。 

• 「通信設定最適化」をする場合は P . 18参照。 

-「接続先 （ APN ) 設定」をする場合は P . 19参照。 
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通信ポート指定について 

「FOMA PC 設定ソフト」の「メニュー」 
► 「通信設定」を選択する 

• 自動設定（推奨） 



自動的に接続されている FOMA 端末を指定します。 

通常は自動設定をお選びください。 

• CCM ポート指定 

COM ポート番号を指定したい場合に、ご利用の F 0 MA 5 器 
末が接続されている COM ポート番号 （ COM 1〜 99) を 
指定します。 

• COM ポート番号の確認方法については P .20 参照。 


roKj をクリックする 

設定が適用されます。 


かんたん設定からバケツト通信を選択 
する 


「mopera U 」 または 「 mopera 」 を接続先 
として利用する場合 


最大 3.6 Mbps の高速パケツト通信の設定を行いま 
す。プ□バイダは、ドコモのインターネツト接続サー 
ビス 「mopera U 」 もしくは 「 mopera 」 を利用する 
場合の設定方法です。 

高速パケツト通— 

送受信したデータ量に応じて課金されます。時間を気 
にせずデータ通信ができます。 

受信最大 3.6 Mbps 、 送信最大 384 kbps の高速パ 
ケツト通信が可能です。 

バケツト通信を利用して画像を含むホームページの閲 
覧、データのダウン□ードなどのデータの多い通信を 
行うと、通信料が高額となりますのでご注意くださ 
い。 

• TmoperaJ をご利用いただく場合、通信速度は送受信ともに最 
大 384 kbps までとなります。 

「かんたん設定」をクリックする 



「パケット通信 （HIGH-SPEED 対応端 
末)」を選択して、「次へ」をクリックする 

「パケット通信 （ HIGH - SPEE □対応端末)」にチェックが付 
いていることを確認して、「次へ」をクリックしてください。 


Q 「『mopera U』 への接続」または 

rrmoperaj への接続」を選択して、「次 
へ」をクリックする 

mopera U を利用する場合は 「『mopera U 』 への接続」を 
選択します。 mopera を利用する場合は 「『 mopera 』 への 
接続」を選択します。 

「『mopera U 』 への接続」を選択した場合は、ご契約がお済 
みかどろかの確認画面が表示されます。ご契約がお済みの場 
合、「はい」をクリックします。 

•「mopera U 」 または 「 mopera 」 以外のプ□バイダをご 
利用の場合は P . 13参照。 

4 roKj をクリックする 

•パソコンに接続された FOMA 端末から接続先 （ APN ) 設 
定を取得します。しばらくお待ちください。 

接続名を入力して、「次へ」をクリックする 

現在作成している接続の名前を自由に設定できます。わかり 
やすい名前を「接続名」欄にご入力ください。 

•半角の「 ¥ 」「/」 「:」 「*」「？」「!」「く」 「>」 「 I 」「"」は 入力 
でぎません。 

* 発信者番号通知は、海外で利用する場合、「設定しない 
(推奨)」を選択してください。 

•接続方式は 、 「mopera U 」 は 「 PPP 接続」、 「 IP 接続」両 
方に対応しています。海外で利用する場合は、 「 IP 接続」 

を選択してください。 



g 「次へ」をクリックする 

接続先が 「mopera U 」 または 「 mopera 」 の場合は、ユー 
ザ_名 • パスワードについては空欄でも接続できます。 

• ユーザーの選択は任意に行ってください。 

「最適化を行う」にチェックを付け、「次へ」 
をク 1 J ックする 

•すでに最適化されている場合、最適化を行5ための確認画 
面は表示されません。 

設定情報の確認をして、「完了」をクリック 
する 

設定された内容が一覧で表示されます。設定内容に誤りのな 
いことを確認して、「完了」をクリックしてください。 

•設定内容を変更する場合は、「戻る」をクリックします。 

• 「デスクトップにダイヤルアップのシヨートカットを作成 
する」にチェックが付いていれば、デスクトップにシヨー 
トカツトが作成されます。 
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g roKj をクリックする 

設定が完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プの シヨー トカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面が表示されます。接続確認 
後、インターネットブラウザやメールブラウザを起動して通 
信できます。 （ P . 16参照） 

•「最適化」を有効にするためには、パソコンを再起動する 
必要があります。 



「mopera U 」 または 「 mopera 」 以外の 
プ□バイダを接続先として利用する場合 


パケツト通信は、通信時間や距離に関係なく送受信さ 
れたデータ量に応じて料金が計算される通信方式で 
す 0 (受信最大 3.6 Mbps 、 送信最大 384 kbps ) 
rmoperaj 以外のプ□バイダを利用する場合は、別 
途契約申し込みなどが必要となる場合があります。 

「かんたん設定」をクリックする 



「パケット通信 （ HIGH - SPEED 対応端 
末)」を選択して、「次へ」をクリックする 

「パケット通信 （ HIGH - SPEE □対応端末)」にチェックが付 
いていることを確認して、「次へ」をクリックしてください。 

3 「その他」を選択して、「次へ」をクリック 
する 

「その他」にチェックが付いていることを確認して、「次へ」 
をクリックしてください。 

4 roKj をクリックする 

•パソコンに接続された FOMA 端末から接続先 （ APN ) 設 
定を取得します。しばらくお待ちください。 


接続名を入力する 

現在作成している接続の名前を自由に設定できます。わかり 
やすい名前を「接続名」欄にご入力ください。 

•半角の「 ¥ 」「/」「:」 「*」「？」「!」 「く」「>」 「I」「"」 は入力 
でぎません。 

•「接続先 （ APN ) の選択」欄には標準で 「 mopera . ne.jp 
( PPP 接続)」が設定されていますが、「接続先 （ APN ) 設 
定」画面に進んでください。 

•発信者番号通知の設定については、プ□バイダなどから提 
供された各種情報に従ってください。なお、海外で利用す 
る場合は、「設定しない」を選択してください。 



「接続先 ( APN ) 設定」をクリックする 

お買い上げ時、番号 ( cid ) 1には 「 mopera . ne . jp 」 が、番 
号 ( cid ) 3には 「 mopera . net 」 が設定されています。「追 
カロ」をクリックして、「接続先 （ APN ) の追加」画面で、 
F 0 MA パケット通信に対応した接続先名 （ APN ) を正しく 
入力して、「〇 K 」 をクリックします。 

「パケット通信設定」の画面に戻ります。新たに設定した接 
続先 （ APN ) を選択して、よろしければ 「0 K 」 をクリック 
してください。 

•プ□パイダの接続先 （ APN )、 対応する接続方式について 
は、各プ□パイダにお問い合わせください。 




「詳細情報の設定」をクリックする 

「 IP アドレス」 • 「ネームサーパー」の設定画面が表示されま 
す。ご加入のプ□パイダや、社内 LAN などのダイヤルアッ 
プ情報として入力が必要な場合は、入力指示情報をもとに、 
各種アドレスを設定して roKj をクリックします。 

g 「次へ」をクリックする 
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9 ユーザー名 • パスワードを設定して、「次 
へ」をクリックする 

ユ _ ザ _ 名 • パスワ _ ドの設定は、インタ _ ネットサ _ ビス 
プ□パイダから提供された各種情報を、大文字 • 小文字など 
に注意し、正確に入力してください。 

*ュ_ザーの選択は任意に行ってください。 



「最適化を行う」にチェックを付け、「次へ」 
をクりックする 

•すでに最適化されている場合、最適化を行うための確認画 
面は表示されません。 

設定情報の確認をして、「完了」をクリック 


設定された内容が一覧で表示されます。設定内容に誤りのな 
いことを確認して、「完了」をクリックしてください。 

•設定内容を変更する場合は、「戻る」をクリックします。 

*「デスクトップにダイヤルアップのシヨートカットを作成 
する」にチェックが付いていれば、デスクトップにシヨー 
トカットが作成されます。 

roKj をクリックする 

設定が完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プの シヨー トカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面が表示されます。接続確認 
後、インターネットブラウザやメールブラウザを起動して通 
信できます。 （ P . 16参照） 

•「最適化」を有効にするためには、パソコンを再起動する 
必要があります。 



かんたん設定か 564 K データ通信を選 
択する 


「mopera U 」 または 「 mopera 」 を接続先 
として利用する場合 


64 K データ通信は接続した時間量に応じて料金が計 
算される通信方式です。（通信速度最大 64 kbps ) 

ドコモのインターネット接続サービス 「mopera U 」 
/ 「 mopera 」 をご利用いただけます。 

「かんたん設定」をクリックする 



「64 K データ通信」を選択して、「次へ」を 
ク U ックする 

「64 K データ通信」にチェックが付いていることを確認し 
て、「次へ」をクリックしてください。 

「『mopera U 』 への接続」または 
rrmoperaj への接続」を選択して、「次 
へ」をクリックする 

mopera U を利用する場合は 「『mopera U 』 への接続」を 
選択します。 mopera を利用する場合は 「『 mopera 』 への 
接続」を選択します。 

「『mopera U 』 への接続」を選択した場合は、ご契約がお済 
みかどろかの確認画面が表示されます。ご契約がお済みの場 
合、「はい」をクリックします。 

•「mopera U 」 または 「 mopera 」 以外のプ□バイダをご 
利用の場合は P . 15参照。 

接続名を入力して、「次へ」をクリックする 

現在作成している接続の名前を自由に設定できます。わかり 
やすい名前を「接続名」欄にご入力ください。 

また、「モデムの選択」欄で 、 FOMA P 705 i " または 
PROSOLID "が表示されていることをご確認ください。 
•半角の「 ¥ 」「/」「:」「*」「？」「!」「く」「>」「 I 」「"」は入力 
でぎません。 

• ダイヤルアップ時に発信者番号通知を行うかどうかを選択 
してください 。 「mopera U 」 および 「 mopera 」 に接続 
する場合は発信者番号が必要です。 



5 「次へ」をクリックする 

接続先が 「mopera U 」 または 「 mopera 」 の場合は、ユー 
ザ_名 • パスワードについては空欄でも接続できます。 

* ュ_ザーの選択は任意に行ってください。 
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設定情報の確認をして、「完了」をクリック 
する 

設定された内容が一覧で表示されます。設定内容に誤りのな 
いことを確認して、「完了」をクリックしてください。 

•設定内容を変更する場合は、「戻る」をクリックします。 
•「デスクトップにダイヤルアップのシヨートカットを作成 
する」にチェックが付いていれば、デスクトップにシヨー 
トカットが作成されます。 

roKj をクリックする 

設定が完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プの シヨー トカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面が表示されます。接続確認 
後、インターネットブラウザやメールブラウザを起動して通 
信できます。 （ P . 16参照） 



「mopera U 」 または 「 mopera 」 以外の 
プ□バイダを接続先として利用する場合 


64 K データ通信は接続した時間量に応じて料金が計 
算される通信方式です。（通信速度最大 64 kbps ) 
rmoperaj 以外のプ□バイダを利用する場合は、別 
途契約申し込みなどが必要となる場合があります。 

「かんたん設定」をクリックする 



「64 K データ通信」を選択して、「次へ」を 
ク 1 J ックする 

「64 K データ通信」にチェックが付いていることを確認し 
て、「次へ」をクリックしてください。 


4 ダイヤルアップ情報を入力する 

「mopera U 」 または 「 mopera 」 以外の ISDN 同期 64 K 対 
応プ□バイダに接続する場合は、ダイヤルアップ作成時に、 

① 接続名の入力（任意） 

② モデムの選択 （FOMA P 705 i " または PRCSCLID ") 

③ プロ）（イダ接続の電話番号 
をそれぞれに登録します。 

④ ダイヤルアップ時に発信者番号通知を行うかどうかを選択 
します。 

プ□パイダ情報を元に正しく入力してください。 

•発信者番号通知の設定については、ご利用になるプ□パイ 
ダの指示情報に従ってください。 

•「接続名」欄に半角の「¥」[7」「:」「*」「?」「!」「<」「>」 

「 I 」「"」は入力できません。 



「詳細情報の設定」をクリックする 

「 IP アドレス」 • 「ネームサーパー」の設定画面が表示されま 
す。ご加入のプ□バイダや、社内 LAN などのダイヤルアッ 
プ情報として入力が必要な場合は、入力指示情報をもとに、 
各種アドレスを設定して roKj をクリックします。 

g 「次へ」をクリックする 


7 ユーザー名 • パスワードを設定して、「次 
へ』をクリックする 


「その他」を選択して、「次へ」をクリック 
する 

「その他」にチェックが付いていることを確認して、「次へ」 
をクリックしてください。 


ユーザー 名 • パ スワー ドの設定は、 インター ネッ トサービス 
プ□バイダから提供された各種情報を、大文字 • 小文字など 
に注意し、正確に入力してください。 

*ュ_ザーの選択は任意に行ってください。 
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設定情報の確認をして、「完了」をクリック 
する 


タスクトレイのダイヤル 
アップアイコンをク IJ ツク 



設定された内容が一覧で表示されます。設定内容に誤りのな 
いことを確認して、「完了」をクリックしてください。 

•設定内容を変更する場合は、「戻る」をクリックします。 
•「デスクトップにダイヤルアップのシヨートカットを作成 
する」にチェックが付いていれば、デスクトップにシヨー 
トカットが作成されます。 

Q roKj をクリックする 

設定が完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プの シヨー トカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面が表示されます。接続確認 
後、インターネットブラウザやメールブラウザを起動して通 
信できます。 （ P . 16参照） 




設定した通信を実行する 


ここでは Windows XP を例にしてダイヤルアツプ接 
続を説明します。 P .4 の手順に従って、 FOMA 端末と 
パソコンを接続します。 


して、接続されたことを確認する 

•ブラウザ ソフ トを起動してホームページを閲覧したり、電 
子メールなどを利用できます。 



デスクトップのダイヤルアップの 
シヨートカットアイコンをダブル 
ク U ックする 

通信設定で作成された FOMA 接続のシヨートカットアイコンを 
開くと、通信接続を開始するための接続画面が表示されます。 
•シヨートカツトアイコンがない場合は以下の操作でアイコ 
ンを表します0 



<Windows XP の場合> 

「スタート」—「すべてのプ□グラム」—「アクセサリ」 

—「通信」—「ネットワーク接続」 

<Windows 2000の場合> 

「スタート」—「プ□グラム」—「アクセサリ」—「通信」 
—「ネットワークとダイヤルアップ接続」 

2 ユーザー名、パスワードを入力し、「ダイヤ 
ル」をクリックする 

•「 moperaU 」 または 「 mopera 」 の場合はユーザー名、 

パスワードについては空欄でも接続できます。 

• 「次のユーザーが接続するとき使用するために、このユー 
ザー名とパスワードを保存する」にチェックを付けると、 
このユーザーもしくはすべてのユーザーは次回から入力す 
る必要がなくなります。 




• ダイヤルアツプ設定を行った F 0 MA 端末でダイヤルアツプ接続 
を行ってください。異なる F 0 MA 端末を接続する場合は、再度、 
F 0 MA 通信設定ファイル（ドライパ）のインス!ルが必要に 
なることがあります。 

•通信中は F 0 MA 端末の消費電力が大きくなります。 

•バケツト通信中は、 F 0 MA 端末に通信状態が表示されます。 


「▽」（通信中、データ送信中）|||0" 
「る」（通信中、データ受信中） 

「[N (通信中、データ送受信なし） 

「 fp 」 （発信中、または切断中） 

「( F 」 （着信中、または切断中） 

• 64 K データ通信中は、 F 0 MA 端末に「を」 


が表示されます。 


jlEl E 



切断のしかた 


タスクトレイのダイヤル 
アップアイコンをク 1 J ック 
する 



foma へ接苠 r?irxi 



ュ十名 (u):[ 


パスワード®: 


□鸛微 接続樹使用 働に、 


このユーザー名とパスワード 


»このユーザ u み妙 

:'こ < D ] ンピ ; L 4を使う寸べての；！-ザ-⑻ 


「切断」をクリックする 


•ブラウザソフトを終了しただけでは、通信回線は切断されない 
場合があります。確実に切断するためには、この手順に従って 
回線を切断してください。 

•バソコンに表示される通信速度は実際の通信速度とは異なる場 
合があります。 


タイヤル取 


a 


[ タイやル ( c ) i [ キャンセル ] I プ□パテイ ( Q ) I [ ヘルプ ( ti > I 
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FOMA PC 設定ソフトをアンインス 
卜ールする 

アンインストールを実行する前に 

「FOMA PC 設定ソフト」をアンインストールする前 
に、 FOMA 用に変更された内容を元に戻す必要があ 
ります。 


起動中のプログラムを終了する 

•「通信設定最適化ソフト」を終了 
します。 

ウィンドウ右下タスクトレイの 
「通信設定最適化ソフト」を右ク 
リックして、「終了」を選択しま 
す0 




アンインストールをする 


ここでは Windows XP でアンインス I -ールするとき 
の画面を掲載しています。お使いのパソコンにより画 
面の表示が異なります。 

• 必ず Administrator 権限またはバソコンの管理者権限を持った 
ユーザーで 行ってください。 

1 「スタート J ► 「コントロールパネル」 
「プログラムの追加と削除」を開く 

<Windows 2000の場合> 

「スタ _ 卜」—「設定」—「コントロールパネル」-* 1 「アプ 
リケーシヨンの追加と削除」 

「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト」 
を選択して、「削除」をクリックする 


• TFOMA PC 設定ソフト」を終了します。 

「FOMA PC 設定ソフト」右下にある「終了」をクリック 
します。 

•「FOMA PC 設定ソフト」や「通信設定最適化ソフト」が 
起動中にアンインストールを実行しようとすると、下のよ 
うな画面が表示されます。アンインス!ルプ□グラムを 
中断し、それぞれのプ□グラムを終了させてください。 


アンインストール中断 


Q 


FOMA PC 設定リフ h # 実行中です。 

:黎了させてからアンインストルを実行し石■い。 

7ンインストルを中断します。 


"0 K "' 


アンインストール中断 


Q 


タス外レイに通信設定最適化が常註しています。 
終了させてからアンインストールを実行してください。 

戈ンインストールを中断します。 


0 K 



4 


削除するプログラム名を確認して、「はい」 
をク 1 j ックする 

アンインス I ルが実行されプ□グラムが削除されます。 

「完了」をクリックする 

「FOMA PC 設定ソフト」のアンインス I ルが終了します。 


■「通信設定最適化」を解除するには 

通信設定最適化されている場合は、下の画面が出ます。通常は 
「はい」をクリックして、最適化を解除してください。 


•- 


ンストル Uth ?。 抑:鐵か？ 


121 


設定を有効にするために、「はい、今すぐコンピュータを再起動 
します。」を選択して、「完了」をクリックしてください。 



® io：oo 
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通信設定最適化 
通信設定最適化の役割 


「通信設定最適化」は FOMA ネットワークでバケット 
通信を行う際に、 TCP / IP の伝送能力を最適化するた 
めの 「 TCP パラメータ設定」ツールです。 FOMA 端 
末の通信性能を最大限に活用する前に、このソフト 
ウェアによる通信設定の最適化が必要です。「かんた 
ん設定」で「最適化を行う」にチェックを入れてダイ 
ヤルアップを作成した場合、ここでは最適化を行う必 
要はありません。 

• 海外でバソコン接続を行う場合には、通信設定最適化を解除して 
からご利用ください。 

最適化の設定と削除 


Windows XP の場合 


Windows XP の場合はダイヤルアップごとに最適化 
設定が可能です。ただし、 HIGH - SPEED 通信の場合 
は、すべての通信を最適化します。 

1 < 「FOMA PC 設定ソフト」から操作する場合> 

「FOMA PC 設定ソフト」を起動して、 
「マニュアル設定」の「通信設定最適化」を 


ク U ツクする 


■ KUL 糊 


< タスクトレイから操作する場合 > 

タスクトレイの「通信設定最適化アイコン」 
をクリックして、プログラムを起動する 



<システム設定が最適化されていない場合> 

「最適化を行う J をクリックする 

「FOMA HIGH - SPEE □対応端末（受信最大 3.6 Mbps )」 を 
選択します。すべての通信を FOMA HIGH - SPEE □対応端 
末用に最適化するかどろかの確認画面が表示されますので、 
「はい」をクリックします。 

<最適化を解除する場合> 

「最適化を解除する」をクリックする 

FOMA 端末以外での通信などの理由で設定を解除する場合 
に、最適化を解除してください。 

roKj をクリックする 


Windows 2000の場合 


< 「FOMA PC 設定ソフト」から操作する場合> 

「FOMA PC 設定ソフト」を起動して、 
「マニュアル設定」の「通信設定最適化」を 


ク 1 J ツクする 


711 

S1 嫜 • 尹暑 IM ■- 


嫌嫌朱 

t 竹ド ^t$fi 


<タスクトレイから操作する場合> 

タスクトレイの「通信設定最適化アイコン」 
をクリックして、プログラムを起動する 



<最適化されていない場合> 

「最適化を行う」をクリックする 


「FOMA HHGH - SPEE □対応端末（受信最大 3.6 Mbps )」 を 
選択した場合は、「はい」をクリックします。 


<最適化されている場合> 

「最適化を解除する」をクリックする 

FOMA 端末以外での通信などの理由で設定を解除する場合 
に、最適化を解除してください。 

「 ok 」 をクリックする 


「はい』をク ij ックする 

設定を有効にするために、パソコンを再起動します。 


4 「はい」をクリックする 

設定を有効にするために、パソコンを再起動します。 
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パケット通信を行う場合の接続先 （ APN ) の設定を 
します。 

FOMA バケット通信の接続先には、 64 K データ通信 
と異なり通常の電話番号は使用しません。あらかじめ 
接続先毎に、 FOMA 端末に APN (Access Point 
Name ) と呼ばれる接続先名を登録し、その登録番 
号 ( cid ) を接続先電話番号欄に指定して接続しま 
す0 

cid (Context Identifier ) とはパケット通信の接続 
先 （ APN ) を FOMA 端末に登録する番号のことで 
す。 （ P .22 参照） 

1 「FOMA PC 設定ソフト」を起動して、 
「マニュアル設定」の「接続先 （ APN ) 設 


定 J をクリックする 

2 roKj をクリックする 

rOKJ をクリックすると、接続された FOMA 端末に自動ア 
クセスし、登録されている「接続先 （ APN ) 設定」を読み 
込みます。また、設定情報は手順3でメニューの「フアイ 
ル」— 「 FOMA 端末から設定を取得」からも読み込めます。 

接続先 （ APN ) の設定をする 

• FOMA 端末が接続されていない場合、この画面は表示され 
ません。 



接続先 （ APN ) の追加 • 編集 • 削除 

•接続先 （ APN ) の追加をする場合は「追加」をクリック 
してください。 

• 登録済みの接続先 （ APN ) を編集（修正）する場合は 
「編集」をクリックします。 

•登録済みの接続先 （ APN ) を削除したい場合は、対象の 
接続先 （ APN ) を選択して「削除」をクリックしてくだ 
さい。 

※ 「 cidl 」 と 「 cid 3」 に登録されている接続先 （ APN ) 
は削除できません。 （「 cid 3」 を選択して「削除」をク 
リックしても、実際には削除されず、 「 mopera . net 」 

に戻ります。） 

ファイルへの保存 

メニューの「ファイル」 — 「上書き保存」/「名前を付けて 
保存」からの操作で、 F 0 MA 端末に登録された接続先 
( APN ) 設定のバックアップを取ったり、編集中の接続先 
( APN ) 設定を保存したりできます。 

ファイルからの読み込み 

メニューの「ファイル」—「開く」からの操作で、パソコン 
に保存されている接続先 （ APN ) 設定を読み込めます。 


F 0 MA 端末からの接続先 （ APN ) 情報の読み込 
み 

メニューの「ファイル」— 「 F 0 MA 端末から設定を取得」 
からの操作で、接続先 （ APN ) 設定を FOMA 端末から読み 
込めます。 

FOMA 端末への接続先 （ APN ) 情報の書き込み 

「 FOMA 端末へ設定を書き込む」をクリックすると、表示さ 
れている接続先 （ APN ) 設定を FOMA 端末に書き込めます。 
なお、 IP 接続に対応していない FOMA 端末に、 IP 情報は書 
き込めません。 

ダイヤルアップ作成機能 

接続先 （ apn ) 設定画面上で追力 n • 編集された接続先 
( APN ) を選択し、「ダイヤルアップ作成」をクリックする 
と、バケット通信ダイヤルアップが作成できます 。 FOMA 
端末に接続先 （ APN ) 情報の書き込みがされていない場合 
は、 FOMA 端末設定書き込み確認画面が表示されますので、 
「はい」をクリックします。書き込み終了後、「パケット通信 
ダイヤルアップ作成画面」が表示されます。 

任意の接続先名を入力し、「アカウント • パスワードの設定」 
をクリックしてください 。 (mopera U または mopera の場 
合は空欄でも接続できます。） 

ユーザー名とパスワードを入力し、使用可能ユーザーの選択 
をして 「0 K 」 をクリックしてください。 

ご利用のインターネットサービスプ□バイダより、 IP およ 
び DNS 情報の設定が指示されている場合、「詳細情報の設 
定」をクリックし、必要な情報を登録後、 roKj をクリッ 
クしてください。 

設定入力が完了したら、 「0 K 」 をクリックしてください。 
ダイヤルアップが作成されます。 

「mopera U 」 または 「 mopera 」 を利用する場合は P .1 2参 
照0 

「mopera U 」 または 「 mopera 」 以外のプ□パイダを利用 
する場合は P . 13参照。 

•接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末に登録される情報であるため、 
異なる FOMA 端末を接続する場合は、再度 FOMA 端末に接続 
先 （ APN ) を登録する必要があります。 

•パソコン側の接続先 （ APN ) を継続利用する場合は、同一 cid 
番号に同一接続先 （ APN ) を FOMA 端末に登録してください。 


19 



























ダイヤルアップネットワークの設定を 
する 

バケット通信の設定をする 

「FOMA PC 設定ソフト」を使わずに、パケット通信 
の接続を設定する方法について説明します。 

バケット通信では、パソコンからさまざまな設定を行 
う場合に AT コマンドを使用します。設定を行うため 
には、 AT コマンドを入力するための通信ソフトが必 
要です。ここでは、 Windows 標準添付の「八イパー 
ターミナル」を使って説明します。 

ドコモのインターネット接続サービス 「mopera U 」 
または rmoperaj をご利用になる場合は、接続先 
( APN ) の設定 （ P .21 参照）は不要です。 

発信者番号通知/非通知の設定 （ P .23 参照）は必要 
に応じて行います 。 （「mopera U 」 または 
rmoperaj をご利用の場合は、「通知」に設定する必 
要があります。） 

く AT コマンドによるバケツト通信設定の流れ〉 



COM ポート番号を確認する 

手動で通信設定を行う場合、 「 FOMA 通信設定ファイ 
ル」（ドライバ）のインストール後に組み込まれた 
「FOMA P 705 iAd / 「 PR 0 S 0 LID 以」（モデム） 
に割り当てられた COM ポート番号を指定する必要が 
あります。確認方法はご利用になるパソコンの 0 S に 
よって異なります。 

• ドコモのインターネット接続サービス 「mopera U 」 または 
rmoperaj をご利用になる場合、接続先 （ APN ) の設定が不要 
なため、モデムの確認をする必要はありません。 


Windows XP の場合 


「スタート」 ► 「コントロールパネル」を開く 

「コントロールパネル」の「プリンタとその 
他の八ードウエア」から「電話とモデムの 
オプション」を開< 

「所在地情報」の画面が表示された場合は、 
「市外局番/エリアコード」を入力して、 
「 ok 」 をクリックする 

「モデム」タブを開き 、 「FOMA P 705 i/iJ 
または 「PROSOLID / ij の「接続先」欄の 
COM ポート番号を確認して、 「 OKJ をク 
■ J ックする 

* 確認した COM ポート番号は、接続先 （ APN ) の設定 
( P .21 参照）で使用します。 

•プロパティ画面に表示される内容および COM ポート番号 
は、お使いのパソコンによって異なります。 
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Windows 2000の場合 


「スタート J ► 「設定」 

► 「コントロールパネル」を開く 

「コントロールパネル」の「電話とモデムの 
オプション」を開< 

「所在地情報」の画面が表示された場合は、 
「市外局番」を入力して、 roKj をクリツ 
クする 

「モデム」タブを開き 、 「FOMA P 705 iiLiJ 
または 「PROSOLID iuj の「接続先」欄の 
COM ポート番号を確認して、 「0 KJ をク 
■ J ツクする 

•確認した COM ポート番号は、接続先 （ APN ) の設定 
( P .21 参照）で使用します。 

• プ□ノ くティ画面に表示される内容および COM ポート番号 
は、お使いのパソコンによって異なります。 



| キゃン セル」 


接続先 （ APN ) の設定をする 

パケット通信を行う場合の接続先 （ APN ) を設定し 
ます。接続先 （ APN ) は10個まで登録でき、1〜 
10の rcidj ( P .22 参照）という番号で管理されま 
す。 

「mopera U 」 または 「 mopera 」 をご利用になる場 
合は、接続先 （ APN ) の設定は不要です。 

ここでは接続先 （ APN ) が 「 XXX . abc 」 で、 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01(別売） 
を利用した場合を例として説明します。実際の APN 
はインターネットサービスプ□バイダまたはネット 
ワーク管理者にお問い合わせください。 

ここでの設定はダイヤルアップネットワークの設定 
( P .23 参照）での接続先番号となります。 


Windows XP の例 


FOMA 端末と FOMA 充電機能付 USB 接続 
ケーブル01を接続する 

FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA 端末 
と接続した FOMA 充電機能付 USB 接続 
ケーブル01をパソコンに接続する 

3 八イバーターミナルを起動する 

「スタート」—「すべてのプ□グラム」—「アクセサリ」— 
「通信」—「八イパーターミナル」を開きます。 

八イパーターミナル起動後に、「『既定の Telnet 』 プ□グラ 
ムにしますか？」と表示された場合、任意で設定します。設 
定内容につきましては、パソコンメーカおよびマイクロソフ 
卜にご確認ください。 

• Windows 2000では、パソコンで「スタート」— 

「プ□グラム」—「アクセサリ」—「通信」— 

「八イパータナル」を開きます。 

「名前」の欄に任意の名前を入力して、 

「 ok 」 をクリックする 

ここでは例として 「 Sample 」 と入力します。 
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接続方法を選択する 

< 「FOMA P 705 i / i 」 または 「 PR 0 S 0 LID 以」 
の COM ポート番号を選択できる場合> 

「接続方 J 去」で 「 F 0 MAP 705 I "」 または 「 PR 0 S 0 LID "」 
がインストールされた COM ポート番号を選択して 「0 K 」 をク 
リックします。 

このあと手順6へ進んでください。 

•ここでは例として「 COM 3」を選択します。実際に「接 
続方法」で選択する 「FOMA P 705 i "」 または 
「PRCSCUD "」の CCM ポート番号については P .20 参 
照。 



C0M8 

TCP/IP (Winsock) _ 

< 「FOMA P 705 i / i 」 または 「PROSOLID 以」 
の COM ポート番号を選択できない場合> 

「キャンセル」をクリックして「接続の設定」画面を閉じ、 
次の操作を行って < ださい。 

(1) 「ファイル」メニュ-「プ□パティ」を選択します。 

(2) 「 Sample のプ□パティ」画面の「接続の設定」タブの 
「接続方法」の欄で 「FOMA P 705 i "」 または 
「 PR 0 S 0 LD "」を選択します。 

(3) 「国/地域番号と市外局番を使う」のチェックを外しま 
す。 

(4) rOKJ をクリックします。 

このあと手順7へ進んでください。 



COM ポート番号のプロパティが表示され 
るので、 「 ok 」 をクリックする 

* 手順5で COM ポート番号を選択した場合に表示されます。 


接続先 （ APN ) を設定する 

AT + CGDC 0 NT 二 cid /’ PDP _ type ”," API\T の形式で入力し 
ます。 

cid : 2もしくは4〜10までのうち任意の番号を入力します。 
※すでに cid が設定してある場合は、設定が上書きされます 
ので注意してください。 

" PDP _ type " については" PPP " または" IP " と入力します。 
" APN " : APN を""で囲んで入力します。 

(例： cid の2香に XXX . abc という APN を設定する場合） 
AT + CGDC 0 NT =2," PPP "," XXX . abc " 

入力後 0 を押して、 0 K と表示されれば APN の設定は完了 
です。 

• 現在の APN 設定を確認したい場合は、 

「 AT + CGDCCNT ? P 」と入力します。 

APN 設定が一覧で表示されます。 



m 似 氣娜 eas < p ヘルプ w 


□ m ■ $ O H 
[flT-CGDC0MT=2, PPP \ XHX abc' 

roKj と表示されることを確認する 



〇 「ファイル」メニュー ► 「八イバーターミ 
ナルの終了」を選択して、八イバーターミ 
ナルを終了する 

•「現在、接続されています。切断してもよろしいですか？」 
と表示されたときは、「はい」を選択してください。 
•「セツシヨン XXX を保存しますか？」と表示されますが、 
特に保存する必要はありません。 

•接続先 （ APN ) は、 F 0 MA 端末に登録される情報であるため、 
異なる F 0 MA 端末を接続する場合は、再度 F 0 MA 端末に接続 
先 （ APN ) を登録する必要があります。 

•パソコン側の接続先 （ APN ) を継続利用する場合は、同一 cid 
番号に同一接続先 （ APN ) を RDMA 端末に登録してください。 
•入力した AT コマンドが表示されない場合は 「 ATElfl 』 と入 
力してください。 


■cid (登録番号）について 

F 0 MA 端末には cid 1から cid 10までの登録番号があり、お買い 
上げ時、 cid 1には 「 mopera . ne . jp 」 が、 cid 3 には 
「 mopera . net 」 が接続先 （ APN ) として登録されています。 
「mopera U 」 または 「 mopera 」 以外に接続する場合は、 cid 2 
と cid 4 〜10のいずれかにプロバイダまたはネットワーク管理者 
より指示される接続先 （ APN ) を設定する必要があります。 


お買い上げ時の cid 登録 


登録番号 （ cid ) 

接続先 （ APN ) 

1 

mopera . ne.jp ( mopera ) 

2 

未設定 

3 

mopera.net (mopera U ) 

4〜10 

未設定 
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■ cid に登録した接続先 （ APN ) に接続するときの「電話番号」 
について 

「*99* * *< cid 番号>#」 

(例） cid 2 に登録した接続先 （ APN ) に接続する場合 
*99* * *2# 


■接続先 （ APN ) 設定のリセット/確認について 

接続先 （ APN ) 設定のリセット/確認も AT コマンドを使って行 
います。 

接続先 （ APN ) 設定のリセット 

リセットを行った場合、 cid = l の接続先 （ APN ) 設定が 
「 mopera . ne . jp 」 （初期値）に、 cid =3 の接続先 （ APN ) 設定が 
「 mopera . net 」 (初期値)に戻り、 cid =2 と cid 4 〜10の設定は 
未登録となります。 

(入力方法） 

AT + CGDCONT =0( すべての cid をリセットする場合） 
AT + CGDCCNT : < cid > H (特定の cid のみリセットする場合） 
接続先 （ APN ) 設定の確認 
現在の設定内容を表示させます。 

(入力方法） 

AT + CGDC 0 NT ? 口 


発信者番号の通知/非通知を設定する 

パケット通信を行うときに、通知/非通知設定（接続 
先にお客様の発信者番号を通知するかどうかの設定） 
を行えます。発信者番号はお客様の大切な情報なの 
で、通知する際には十分にご注意ください。発信者番 
号の通知/非通知設定は、ダイヤルアップ接続を行う 
前に AT コマンド （*DGP 旧コマンド） で設定できま 
す。 

1 「八イパーターミナル」などの通信ソフトを 
起動する 

•「八イノて一夕ーミナル」での操作方法については P .2 1参 
照。 


• ドコモのインターネット接続サービス 「mopera U 」 または 
rmoperaj をご利用になる場合は、発信者番号を「通知」に 
設定する必要があります。 

•入力した AT コマンドが表示されない場合は 「 ATE 1:〇』と入 
力してください。 


■ダイヤルアップネットワークでの通知/非通知設定について 

ダイヤルアップネットワークの設定 （ P .23 参照）でも、接続先 
の番号に186 (通知）/184 (非通知）を付けることができま 
す。 

* DGP 旧コマンド、ダイヤルアップネットワークの設定の両方 
で186 (通知）/184 (非通知）の設定を行った場合、以下の 
ようになります。 

ダイヤルアップネッ 
トワークの設定 
(cid = 3の場合） 

*DGPIR 

コマンドに 
よる通知/ 
非通知設定 

発信者番号の通知/非通知 

*99* * *3# 

設定なし 

通知 

非通知 

非通知 

通知 

通知 

1 84*99* * *3# 

設定なし 

非通知 

(ダイヤルアップネットワ 
-クの184が優先される） 

非通知 

通知 

186本99氺氺氺3# 

設定なし 

通知 

(ダイヤルアップネットワ 
-クの186が優先される） 

非通知 

通知 

•「 moperaU 」 または rmoperaj に接続する場合は、発信者 
番号の通知が必要です。 


Windows XP でダイヤルアップ 
ネットワークの設定をする 


* DGPIR コマンド （ P .49 参照）で発信者 
番号の通知/非通知を設定する 


•発信/着信応答のときに自動的に184 (非通知）を付け 
る場合は、 

AT * DGP 旧=101と入力します。 

•発信/着信応答のときに自動的に186 (通知）を付ける 
場合は、 

AT * DGP 旧=2 0と入力します。 



roKj と表示されることを確認する 



「スタート j ► 「すべてのプログラム」 

► 「アクセサリ j ► 「通信」 

「新しい接続ウイザード」を開く 

「新しい接続ウイザード」の画面が表示され 
たら、「次へ」をクリックする 



「インターネットに接続する」を選択して、 
「次へ」をクリックする 

「接続を手動でセットアップする」を選択し 
て、「次へ」をクリックする 
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「ダイヤルアップモデムを使用して接続す 
る」を選択して、「次へ」をクリックする 

「デバイスの選択」画面が表示された場合 
は 、 「FOMA P 705 iiuj または 
「PROSOLID aiJ のみチェックを付けて 
「次へ」をクリックする 

•「デバイスの選択」画面は、複数のモデムが存在するとき 
のみ表示されます。 



nsp 名」の欄に任意の名前を入力して、 
「次へ」をクリックする 


•ここでは例として 「 SAMPLE 」 と入力します。 



「電話番号」の欄に接続先番号を入力して、 
「次へ」をクリックする 

• mopera U に接続する場合、接続先番号には「*99** 
*3#」を入力します。 

mopera U 以外の接続先番号については P .22 参照。 



Q 「ユーザー名」、「パスワード」、「パスワード 
の確認入力」の欄にインターネットサービ 
スプロバイダまたはネットワーク管理者か 
ら指定されたユーザー名とパスワードを入 
力して、「次へ」をクリックする 


• mopera U または mopera へ接続する場合は、ユーザー名 
とパスワードは空欄でも接続できます。 


ふ W レ！^ヮ-™ Ry 

器 mm 職溫他激雜觀獅撕严咖肌 


I 

rtM -邮 

わ Kiwst 班 ノト ewvru ? 漏 menu 


「完了」をクリックする 


「スタート J ► 「すべてのプログラム」 
「アクセサリ J ► 「通信」 
r ネットワーク接続」を開く 


ダイヤルアツプのアイコンを選択して、 
r ネツトワークタスク j ► r この接続の設定 
を変更する」を選択する 

ここでは手順7で入力した名前のアイコンをクリックしま 
す。 
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「全般」タブで設定を確認する 

パソコンに2台以上のモデムが接続されている場合は、「接続方 
法」の欄で「モデムー FOMA P 705 i "」 または「モデムー 
PROSOLID "」にチェックが付いているのを確認します。 
チェックが付し、てし、ない場合には、チェックを付けます。ま 
た、複数のモデムにチェックが付いている場合は 、 ar |ボタン 
をクリックして「モデムー FOMA P 705 i "」 または「モデム 
-PROSOLID "」の優先順位を一番上にするか、「モデム_ 
FOMA P 705 i "」 または「モデムー PROSOLID "」以外の 
モデムのチェックを外してください。 

「ダイヤル情報を使5」にチェックされている場合には 
チェックを外します。 

•「 F 0 MAP 705 i "」 または 「 PROSOLID 以」に割り当てられる 
COM ポート番号は、お使いのパソコンによって異なります。 

• mopera U に接続する場合、接続先番号には「*99** 
*3#」を入力します。 

mopera U 以外の接続先番号については P .22 参照。 


、 SAMPLE のブ□パテイ 


全股オプションセキュリティネットワ-ク詳細設定 


格続方法 QP : 


□邊モデム-標準56000 bps モデム ( C 0 M 1) 


Jj 

0すべて®デパイスで同じ番号を呼 U 出す (U [ 

梅成®... 

1 

1 市外局番迄) 電話番号 (£): 

|*99綱3# 

1そ®他妙 

] 

国番号/地域番号坦)： 







□タイヤル惟報を使う® 


¥\ 祝 (E) 


0接続 B 寺に通知領域にアイコンを表示す 5 幽 


[ OK J 匚キャンセル] 


r ネットワーク」タブをクリックして、各種 
設定を行う 

「呼び出すダイヤルアップサーノの種類」の欄は、 
「 PPP:Windows 95/98/ NT 4/2000, Internet 」 を選択 
します。 

「この接続は次の項目を使用します」の欄は、「インターネッ 
トプ□トコル（ TCP / IP )」を選択します。 

「 QoS バケットスケジューラ」は設定変更ができませんの 
で、そのままにしておいてください。 

続いて「設定」をクリックします。 

一般 ISP などに接続する場合の TCP / IP 設定は、 ISP または 
ネットワーク管理者に確認してください。 



すべてのチェックを外して、 「 okj をク 
■j ツクする 



手順14の画面に戻り、 rOKJ をクリック 
する 


Windows 2000でダイヤルアップ 
ネットワークの設定をする 

「スタート J ► 「プログラム」 

► 「アクセサリ J ► 「通信」 ► 「ネット 
ワークとダイヤルアップ接続」を開く 

9 r ネットワークとダイヤル 
アップ接続」の中の「新しい 
接続の作成」をダブルクリッ 
クする 

「所在地情報」の画面が表示された場合は、 
「市外局番」を入力して、 roKj をクリッ 
クする 

*「所在地情報」の画面は、手順2で「新しい接続の作成」 

を初めて起動したときのみ表示されます。 

*2 回目以降は、この画面は表示されず、「ネットワークの 
接続ウイザード」の画面が表示されるので、手順5に進ん 
でください。 

4 「電話とモデムのオプション」が表示された 
ら、 「 ok 」 をクリックする 

r ネットワークの接続ウイザード」の画面が 
表示されたら、「次へ」をクリックする 


ネ，トリ， 

恶驗纖謂纖バ 


「インターネットにダイヤルアップ接続す 
る」を選択して、「次へ」をクリックする 

「インターネット接続を手動で設定するか、 
または ローカル エリアネットワーク 
(LAN) を使って接続します」を選択して、 
「次へ」をクリックする 



屬 

新 wmm 

r 作成 :-. f 
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「電話回線とモデムを使ってインターネット 
に接続します J を選択して、「次へ」をク 
■ J ックする 

Q 「インターネットへの接続に使うモデムを選 
択する」の欄が 「FOMA P 705 iiuj また 
は 「PROSOLID A £」 になっていることを 
確認して、「次へ」をクリックする 

•選択されていない場合には、 「 F 0 MAP 705 i "」 または 
「 PR 0 S 0 LD "」を選択します。 

• お使いになるパソコンの動作環境によっては、下の画面は 
表示されません。その場合は、手順10へ進みます。 



「電話番号」の欄に接続先番号を入力する 

*「市外局番」の欄には何も入力しません。 

•「市外局番とダイヤル情報を使う」のチェックを外します。 
• mopera U に接続する場合、接続先番号には「*99** 
*3#」を入力します。 

mopera U 以外の接続先番号については P .22 参照。 



「詳細設定」をクリックする 


「接続」タブの中の設定を行う 

「接続の種類」、「□グオンの手続き」について、インター 
ネットサービスプ□パイダまたはネットワーク管理者から指 
定されたとおり設定します。 

設定を確認したら、「アドレス」タブをクリックします。 

•「接続」タブでの設定内容については、インターネット 
サービスプロパイダまたはネットワーク管理者へお問い合 
わせ < ださい。 



■ P アドレスおよび DNS (ドメインネーム 
サービス）アドレスの設定を行う 

「 IP アドレス」、 「 ISP による DNS (ドメインネームサーピ 
ス）アドレスの自動割り当て」について、インターネット 
サービスプ□パイダまたはネットワーク管理者から指定され 
たとおり設定します。 

すべての入力が終わったら、 「0 K 」 をクリックします。手 
順10の画面に戻るので、「次へ」をクリックします。 

• IP アドレスおよび DNS アドレスの設定内容については、 
インターネットサービスプロパイダまたはネットワーク管 
理者へお問い合わせください。 
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「ユーザー名」、「パスワード」の欄にイン 
ターネットサービスプロバイダまたは管理 
者から指定されたユーザー名とパスワード 
を入力して、「次へ」をクリックする 

• mopera U または mopera へ接続する場合は、ユーザー名 
とパスワードは空欄でも接続できます。この場合、「ユー 
ザー名を空白のままにしておきますか？」という画面と 
「パスワードを空白のままにしておきますか？」という画 
面が表示されます。それぞれの画面で「はい」をクリック 
して手順15へ進みます。 



「接続名」の欄に任意の名前を入力して、 
「次へ」をクリックする 

•ここでは例として 「 SAMPLE 」 と入力します。 



「いいえ」を選択して、「次へ」をクリック 
する 

•インターネットメールの設定をする場合は、「はい」を選 
択します。 

•設定する場合の詳細については、インターネットサービス 
プロパイダまたはネットワーク管理者へお問い合わせくだ 
さい。 

続いて「 TCP / IP 」の設定をする 

•下の画面が表示された場合は、「今すぐインターネットに 
接続するにはここを選び[完了]をクリックしてくださ 
し'!」のチェックを外して、「完了」をクリックします。 



「スタート J ► 「プログラム」 

「アクセサリ J ► 「通信」 ► 「ネツト 


ワークとダイヤルアップ接続」を開く 

1C 手順15で入力した接続先名のアイコンを選 
択して、「ファイル」メニュー ► 「プロパ 


テイ」を選択する 




9* ^ ^ ^ EQ- 









4 ^ 


ft fi 


「全般」タブで設定を確認する 

•パソコンに2台以上のモデムが接続されている場合は、 
「接続の方法」の欄で「モデムー FOMA P 705 i "」 または 
「モデムー PRCSCLD "」にチェックが付いているのを 
確認します。チェックが付いていない場合には、チェック 
を付けます。 

•「ダイヤル情報を使う」にチェックが付いていないことを 
確認します。チェックされている場合にはチェックを外し 


ます。 


•「FOMA P 705 i "」 または 「PROSCLID "」に割り当て 
られる COM ポート番号は、お使いのパソコンによって異 
なります。 

• mopera U に接続する場合、接続先番号には「*99** 
*3#」を入力します。 

mopera U 以外の接続先番号については P .22 参照 0 
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内容を確認して「ダイヤル」をクリックす 
る 

• mopera U または mopera へ接続する場合は、ユーザー名 
とパスワードは空欄でも接続できます。 

接続中の状態を示す画面が表示されます 

この間にユーザー名、パスワードの確認などの□グオン処理 
が行われます。 


SAMPLE t 接转しています… 


接続先を開く 

「ダイヤルアップネットワークの設定をする」で設定した 
ISP 名 （ P .24 参照）のダイヤルアップの接続先アイコンを 
選択して「ネットワークタスク」—「この接続を開始する」 
を選択するか、接続先のアイコンをダブルクリックします。 


「ネットワーク」タブをクリックして、各種 
設定を行う 

「呼び出すダイヤルアップサ_ノ（一の種類」の欄は、 
「 PPP:Windows 95/98/ NT 4/2000, Internet 」 を選択 
します。 

コンポーネントは「インターネットプ□トコル（ TCP / IP )」 
のみをチェックします。 

続いて「設定」をクリックします。 


すべてのチェックを外して 「 okj をク 
■ j ツクする 


手順21の画面に戻り、 rOKJ をクリック 
する 



ダイヤルアップ接続する 


ここでは Windows XP を例にしてダイヤルアツプ接 
続を説明します。 P.4 の手順に従って、 FOMA 端末と 
パソコンを接続します。 

•バケツト通信による接続を行うときには P. 18「通信設定最適化」 
で通信性能を最適化することをおすすめします。最適化すること 
で FOMA ネツトワークでの高速通信を最大限に生かして利用でき 
ます。最適化を行うには P.8「FOMA PC 設定ソフト」をインス 
I-ールしてください。 

*64K データ通信を行う場合は、「通信設定最適化」で最適化をし 
ないで < ださい。 

「スタート」 「すべてのプログラム」 

「アクセサリ J ► 「通信」 

► r ネットワーク接続」を開く 


接続完了です 

接続が完了すると、タスクパーのインジケータから、下のよ 
うなメッセージが数秒間表示されます。 

•ブラウザソフトを起動してホームページを閲覧したり、電 
子メールなどを利用できます。 

•メッ セージが表示されない場合は、接続先の設定を再度確 
認してください。 



• ダイヤルアツプ設定を行った FOMA 端末でダイヤルアツプ接続 
を行ってください。異なる FOMA 端末を接続する場合は、再 
度、 FOMA 通信設定ファイル（ドライパ）のインス! -- ルが必 
要になることがあります。 

•通信中は l = OMA 端末の消費電力が大きくなります。 

•バケツト通信中は、 FOMA 端末に通信状態が表示されます。 

「ヮ」（通信中、データ送信中） mf n - 

「 j 」 （通信中、データ受信中 ） r 
r [ r 」 （通信中、データ送受信なし） 

「 Em (発信中、または切断中） 

「 Ep 」 （着信中、または切断中） 

• 64K データ通信中は、 FOMA 端末に「.」が表示されます。 

101 ~ S 7T" 



-U2SJ 


r lcp 拡張を使う© 
r ゾ7トウ i アによる圧箱を行う ( n ) 

「単ーリン摊铳け札てマル刊ン妓ネゴシエ-卜 fSM 




OK 


キャン iZ ル^ 



ppp の設定 
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切断のしかた 


タスクトレイのダイヤル 
アップアイコンをク 1 J ック 
する 

「切断」をクリックする 


•ブラウザソフトを終了しただけでは、通信回線は切断されない 
場合があります。確実に切断するためには、この手順に従って 
回線を切断してください。 

•パソコンに表示される通信速度は実際の通信速度とは異なる場 
合があります。 


ットワークに接続できないときは 


ネットワークに接続できない（ダイヤルアップ接続が 
できない）場合は、まず以下の項目について確認して 
ください。 


こんなときは 

こうします 

「FOMA 

P 705 i "」 または 
TPROSOLID u \ 

がパソコン上で認 
識できない 

• お使いのパソコンが動作環境 （ P .2 参照） 

を満たしているかを確認してください。 

•「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライパ）がイ 
ンス1ルされているか確認してください。 

• FOMA 端末がパソコンに接続され、電源が 
入っているか確認してください。 

- FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01 
(別売）がしっかりと接続されているかを確 
認してください。 

相手先に接続で 
きない 

• ID (ユーザー名）やパスワードの設定が正 
しいかどうか確認してください。 

- 「mopera U 」 または 「 mopera 」 のように 
発信者番号の通知が必要な場合、電話番号 
に「184」を付加していないかどうかを確 
認してください。 

• モデムのプ□パティで「フロー制御を使う」 
にチェックが付いていることを確認してく 
ださい。 

-上記の確認を行っても相手先に接続でぎな 
い場合は、インターネットサービスプ□パ 
イダまたはネットワーク管理者に設定方法 
などについてご相談ください。 


64 K データ通信の設定 

「FOMA PC 設定ソフト」を使わずに、 64 K データ通 
信の接続を設定する方法について説明します。 


ダイヤルアツプ接続と TCP / IP の設定 


64 K データ通信のダイヤルアップ接続と TCP / IP の設 
定はバケット通信での設定 （ P .20 参照）と同じです。 
以下の点に注意して操作してください。 

• 64K データ通信では接続先 （APN) の設定をする必要はありま 
せん。ダイヤルアップ接続の接続先にはインターネットサービス 
プロパイダまたはネットワークの管理者から指定された接続先の 
電話番号を入力してください。 （mopera U に接続する場合は 
「*8701」、 mopera に接続する場合は「*9601」と電話番号 
欄に入力してください。） 

•「発信者番号通知/非通知の設定」、「その他の設定」は必要に応 
じて設定してください。 

(mopera U または mopera に接続する場合、発信者番号の通知 
が必要です。） 

•設定内容の詳細については、インターネットサービスプロバイダ 
またはネットワークの管理者にお問い合わせください。 


接続•切断のしかた 


パケット通信での操作と同じです。 P .16、 P .28 の 
手順に従って操作してください。 


FirstPass PC ソフトを利用する 

FirstPass PC ソフトは、 FirstPass 対応の FOMA 
端末で取得したユーザ証明書を使ってバソコンの 
Web ブラウザから Fi 「 stPass 対応サイトにアクセス 
できるようにするものです。 

FirstPass PC ソフトインス I ル時 
の注意 


動作環境をご確認ください 


FirstPass PC ソフトは以下の動作環境でご利用くだ 
さい。 


項目 

必要環境 

パソコン本体 

PC - AT 互換機 

0 S 

Windows 2000 、 Windows XP (各日本語版） 

必要メモリ 

Windows 2000 : 32 M バイト以上※ 
Windows XP :1 28 M バイト以上※ 

八ードディスク容量 

10 M バイト以上の空き容量※ 

ブラウザ 

Microsoft ® Internet Explorer 5. 5以上 
Windows XP の場合は 

Microsoft ® Internet Explorer 6.0 以上 


※必要メモリおよび八ードディスクの空き容量はシステム環境に 
よって異なることがあります。 


インス!-ールする前に 


FirstPass PC ソフトをインス I ルする前に CD - 
R 0 M 内の 「 FirstPassPCSoft 」 フォルダ内の 
「 FirstPassManual 」（ PDF 形式）をご覧ください 0 
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FirstPass PC ソフトをインス I ^ール 
する 

ここでは Windows XP にインス I -ールするときの画 
面を掲載しています。お使いのパソコンにより画面の 
表示が多少異なります。 

付属の 「FOMA P 705 iiti / PR 0 S 0 UD iu 
用 CD - ROM 」 をパソコンにセツトする 

0 FirstPass PC ソフトをインス I ルするには 

「データリンクソフト•各種設定ソフト」を 


ク 1 J ツクする 



「FirstPass PC ソフト」の「インス I 
ル」をクリックする 

引き続き、「簡易操作マニュアル」 （ PDF 形式）の手順に 
従ってインス I ルしてください。 



「インス!ル」をクリックすると、下記のような警告画 
面が表示される場合があります。この警告は 、 Internet 
Explorer のセキュリティの設定によって表示されますが、 
使用には問題ありません。 

•「ファイルのダウンロードーセキュリティの警告」 
ウィンドウが表示された場合 

「実行」をクリックしてください。 



•「Internet Explorer ーセキユリテイの警告」 
ウインドウが表示された場合 

「実行する」をクリックしてください。 
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Windows Vista を 
ご利用の場合 



FOMA 通信設定ファイル（ドライバ) 
をインス I ルする 


FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）のインス!-一 
ルは、ご使用になるパソコンに FOMA 端末を FOMA 
充電機能付 USB 接続ケーブル01(別売）で初めて 
接続するときに必要です。 

• 必ず Administrator 権限またはバソコンの管理者権限を持った 
ユーザーで 行ってください。 

FOMA 端末と FOMA 充電機能付 USB 接続 
ケープル01を接続する （ P .4 参照） 


Windows を起動し、付属の 「FOMA 
P 705 iiLi / PR 0 S 0 LID / i 用 CD - R 0 MJ を 
パソコンにセツトする 

「データリンクソフト•各種設定ソフト」を 
ク U ツクする 

•「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライバ）のインス! -- ル中 
にこの画面が表示された場合は画面を閉じてください。 



「 FOMA 通信設定ファイル （ USB ドライ 
パ)」の「インストール」をクリックする 



開いたフォルダの中から 
「 FOMAinst . exe 」 をダブルクリックする 

「ソフトウェア使用許諾契約書」をよく読み、 
「同意する」をクリックする 

FOMA ドライパインスI^ールヅー 



FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA 端末 
と接続した FOMA 充電機能付 USB 接続 
ケーブル01をパソコンに接続する 

インストールが始まります。 

タスクバーのインジケータから「新しいハードウェアが見つ 
かりました」というポップアップのメッセージが数®)間表示 
されます。 

インス I ルが完了すると、タスクバーのインジケータから 
「デパイスを使用する準備ができました。デパイスドライバ 
ソフトウェアが正しくインス!ルされました。」という 
ポップアップメッセージが数秒間表示されます。 
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「インストールする（推奨)」をクリックする 

続いて、 FOMA パイトカウンタをインストールします。 
画面に従ってインストールしてください。 

• FOMA パイトカウンタをインストールしない場合は手順9 
へ進みます。 


FOMA ドライノてインスト ー J レツーノレ 


FOMA 通信設定ファイル< ドライノ 9のインストルが完了しました。 

? Iき続き、 FOMA パイト: b ウンタをインストルしてく饺い。 

※パリ]ン(こよるデ'■夕通 f 言をご利用の埸合、パケット通信料金が思いがけず 
高額となる可能性があります。 FOMA パイトカウンタをご利用いただくと、パリコ 
ンを掊皖したデータ通信による利用料金の目安の確恧ができます 


〇 


インストール t る(推獎〉I 


g 「完了」をクリックする 


「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライバ）をインス 
I -ールすると、以下のドライバがインス!-ールされま 
す0 


デパイス名 

FOMA 通信設定ファイル（ドライパ）名 

ポート （ COM と LPT ) 

- FOMA P 705 i " Command Port 
または FOMA P 705 iCL 

Command Port 

• FOMA P 705 i " OBEX Port また 
は FOMA P 705 iCL OBEX Port 

モデム 

• FOMA P 705 ijL / または FOMA P 705 iCL 

ユニパーサルシリアル 
バスコント□-ラ 

• FOMA P 705 i " または FOMA P 705 iCL 


「FOMA PC 設定ソフト」を使って接続先の設定をするには P .34 参照。 
「FOMA PC 設定ソフト」を使わずに接続先の設定をするには 
P .42、 P .45 参照。 


引き続き、 「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライパ）が正しくイ 
ンス I ルされていることを確認します。 （ P .32 参照） 


インストールしたドライバを確認する 

「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライバ）が正しくイ 
ンス I -ールされていることを確認します。 

rra (スタ-卜)」 ► 「コントロールパネル」 
を開 <► 「システムとメンテナンス j 

「八ードウエアとデバイスを表示」を開く 
► 「続行」をクリックする 

各デバイスをクリックして、インス!^ール 
されたドライバ名を確認する 


「ポート （ COM と LPT )」、 「モデム」、「ユニパーサルシリア 
J レスコント□ーラ」の下にすベてのドライバ名が表示さ 
れていることを確認します。 



※〇〇!^ポート番号は、お使いのパソコンによって異なります。 


FOMA 通信設定ファイル（ドライバ） 
をアンインス I ルする 

「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライバ）のアンイン 
ストールが必要になった場合（バージョンアップする 
場合など）は、次の手順で行ってください。 

• 必ず Administrator 権限またはバソコンの管理者権限を持った 
ユーザーで 行ってください。 

FOMA 端末とパソコンが FOMA 充電機能 
付 USB 接続ケープル01(別売）で接続 
されている場合は、 FOMA 充電機能付 
USB 接続ケーブル01を取り外す 

「|^(スタ-卜 ) J ► 「コントロールパネル J 
► 「プログラムのアンインストール J を開く 

「 FOMAP フ051以 USBJ または 
「FOMA P フ 05 iCL USBJ を選択して、 
「アンインストールと変更」をクリック 
► 「続行」をクリック 

「 ok 」 をクリックする 

「はい」をクリックして Windows を再起動 
する 

以上でアンインス I ルは終了です。 

•「いいえ」をクリックした場合は、手動で再起動をしてく 
ださい。 

•「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライバ）をインス! -- ルすると 
きに、途中でパソコンから FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブ 
ル01を抜いてしまったり、「キャンセル」ポタンをクリック 
してインス I ルを中止してしまった場合は、 「 FOMA 通信設 
定ファイル」（ドライバ）が正常にインストールされない場合 
があります。このような場合は、 「 F 0 MAP 705 i "/ 
PROSOLID U 用 CD - ROM 」 内の 「 USB _ D 「 ive 「」— 
「 P 705 i " Drivers 」 または 「 PRCSCUD " Drivers 」— 
rWinVista 32 J を開き 「 p 705 iuun . exe 」 または 
「 p 705 clun . exe 」 を実行して 「 FOMA 通信設定ファイル」 
(ドライパ）を一度削除してから、再度インス!ルし直して 
ください。 
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FOMA PC 設定ソフトについて 

FOMA 端末をパソコンに接続してバケツト通信や 
64 K データ通信を行うには、通信に関するさまざま 
な設定が必要です 。 「FOMA PC 設定ソフト」を使う 
と、簡単な操作で以下の設定ができます 。 「FOMA 
PC 設定ソフト」を使わずに、バケツト通信や 64 K 
データ通信を設定することもできます。 （ P .42、 
P .45 参照） 


■かんたん設定 

ガイドに従い操作することで 「 FOMA データ通信用ダイヤル 
アップの作成」などをかんたんに行います。 

■接続先 （APN) の設定 

バケット通信に必要な接続先 （ APN ) の設定を行います。 
FOMA パケット通信の接続先には、 64 K データ通信と異なり通 
常の電話番号は使用しません。 

あらかじめ接続先ごとに、 FOMA 端末に APN (Access 
Point Name ) と呼ばれる接続先名を登録し、その登録番号 
( cid ) を接続先番号欄に指定して接続します。 

お買い上げ時、 cid ※の1香には mopera の接続先 （ APN ) 
「 mopera . ne . jp 」 が、 cid ※の3番には mopera U の接続先 
( APN )「 mopera . net 」 が登録されていますが、その他のプロ 
バイダや企業内 LAN に接続する場合は接続先 （ APN ) の設定が 
必要になります。 

※ 「Context Identifier 」 のことで、パケット通信の接続先 
( APN ) を FOMA 端末に登録する番号 


•旧 「 FOMA データ通信設定ソフト」または、本 「FOMA PC 設 
定ソフト」（パージョン 4.0.0) より以前のパージョンをイン 
ス I ルされている場合は、あらかじめそれらのソフトをアン 
インストールしてください。 


FOMA PC 設定ソフトによる通信の 
設定 


STEP ! ソフトのインストール 


「FOMA PC 設定ソフト」をインストールしま 
す0 

インス I ル方法については P .34 参照。 

本 「FOMA PC 設定ソフト」（バージョン 4.0.0) より以前の 
パージョンがインス!ルされている場合は、本 「FOMA 
PC 設定ソフト」をインストールできませんので、あらかじ 
めアンインス!ルしてください。旧 「 FOMA データ通信設 
定ソフト」がインス I ルされているという画面が出た場合 
は P .35 参照。 


STEP 2 設定前の準備 


m 

各種設定前の準備をします。 

|各種設定の前に FOMA 端末にパソコンが接続され、正しく認| 
識されていることを確認してください。 FOMA 充電機能付 
USB 接続ケーブル01(別売）の取り付け方法ついては 
P .4 参照。 

FOMA 端末がパソコンに正しく認識されていない場合、各種| 
設定および通信を行えません。 FOMA 端末がパソコンに正し 
く認識されているか確認するには P .32 参照。 

「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライバ）のインス! -- ル方法| 
については P .31 〜 P .32 参照。 


STEP 3 各種設定作業 


ご利用の通信に対応した設定をします。 

かんたん設定からパケット通信を設定する 
「mopera U 」 または 「 mopera 」 を 

接続先として利用する場合 . P .36 

「mopera U 」 または 「 mopera 」 以外の 

プ□バイダを利用する場合 . P .37 

かんたん設定から 64 K データ通信を設定する 
「mopera U 」 または 「 mopera 」 を 

接続先として利用する場合 . P .38 

「mopera U 」 または 「 mopera 」 以外の 

プ□パイダを利用する場合 . P .39 

接続先 （ APN ) を設定するには P .41 参照。 
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FOMA PC 設定ソフトをインス I >一 
ルする 

FOMA 端末をパソコンに接続してバケツト通信や 
64 K データ通信を行うには、通信に関するさまざま 
な設定が必要です。 

「FOMA PC 設定ソフト」を使うと、簡単な操作でダ 
イヤルアップ、接続先 （ APN ) の設定ができます。 


FOMA PC 設定ソフトをインス I ル 
する 

お使いのパソコンにより画面の表示が多少異なります。 

付属の 「FOMA P 705 i #/ PR 0 S 0 LID # 
用 CD - ROMJ をパソコンにセツトする 

「FOMA PC 設定ソフト」をインストールするには 

「データリンクソフト•各種設定ソフト」を 


• 必ず Administrator 権限またはバソコンの管理者権限を持った 
ユーザーで 行ってください。 


FOMA PC 設定ソフトインストール時 
の注意 


FOMA 端末がノぐノコンに正しく認識されてい 
るかご確認ください 


「FOMA PC 設定ソフト」をインストールする前に、 
バソコンのデバイス上に 「 FOMA 通信設定フアイル」 
(ドライバ）が正しく登録されている必要があります。 
( P .32 参照） 


■FOMA 端末をはじめてパソコンに接続すると 

下のよ5なウイザードが開始されます。 

FOMA データ通信を利用するには、ご利用のパソコン側に、 
FOMA 端末が「通信デパイス」として登録されている必要があ 
ります。 


「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライバ）のインス!ルについ 
ては P .31 〜 P .32 参照。 



FDWPMSjj に付ス 


frK 如*好イ X クが今 "SOT イスケ tT 
卜パ 




* JV スつ-編®?し 



ク U ツクする 


•「FOMA PC 設定ソフト」のインス I ル中にこの画面が 
表示された場合は画面を閉じてください。 



3 「FOMA PC 設定ソフト」の r インストー 
ル」をクリックする 



「インストール」をクリックすると、下記のような警告画 
面が表示される場合があります。この警告は 、 Internet 
Explorer のセキュリティの設定によって表示されますが、 
使用には問題ありません。 

•「ファイルのダウンロードーセキュリティの警告」 
ウインドウが表示された場合 

「実行」をクリックしてください。 


イ鳥备窗行: 


E 


Mtup メ .O.O.cxc 

7^ソク_シ3ン,4441® 

S:WONA.PC«T 

C mtao 3 5 | | 
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「続行』をクリック ► 「次へ』をクリックする 

セットアップを始める前に、現在稼働中の他のプ□グラムが 
ないことをご確認ください。ご使用中のプ□グラムがあった 
場合は、「キャンセル」をクリックして、ご使用中のプ□グ 
ラムを保存終了させたあとインス I -ールを再開してくださ 
い0 

•「旧 FOMA データ通信設定ソフト」および「旧 FOMA PC 
設定ソフト」がインス I ルされているという画面が出た 
場合は P .35 参照。 

内容をご確認の上、契約内容にご同意いた 
だける場合は、「はい」をクリックする 

インストール先を確認して、「次へ」をク 
■J ックする 

変更する場合は、「参照」をクリックして、任意のインス 
I -ール先を指定して「次へ」をクリックしてください。 
(異なったドライブにもインス I ルできますが、八ード 
ディスクスペースなどの問題がなければそのままお進みくだ 
さい〇) 



プログラムフォルダのフォルダ名を確認し 
て、「次へ」をクリックする 

変更する場合は、新規フォルダ名を入力して、「次へ」をク 
リックしてください。 



「完了」をクリックする 

セットアップが完了すると 、 「FOMA PC 設定ソフト」の操 
作画面が起動します。 


■「FOMA PC 設定ソフト」インスIル時の画面表示 

旧 「FOMA データ通信設定ソフト」がインストールされている場合 

警告画面が表示されます。 

「プ□グラムのアンインス!ル」から旧パージョンの 「FOMA 
データ通信設定ソフト」をアンインストールしてください。 

インストール途中で「キャンセル」を押した場合 

セットアップの途中で「キャンセル」や「いいえ」をクリック 
した場合、確認画面が表示されます。インス!-ールを継続する 
場合は「いいえ」を、意図的に中止する場合は「はい」をク 
リックし、「完了」をクリックしてください。 


■「FOMA PC 設定ソフト」のパージョン情報の確認について 



「FOMA PC 設定ソフト」の「メニュ ー 」 — 「パージョン情報」 
を選択します。 

「FOMA PC 設定ソフト」のバージョン情報が表示されます。 


通信の設定を行う 

バケット通信や 64 K データ通信に関するさまざまな 
設定をします。 

簡単に設定できる「オート設定」とパソコンの知識が 
必要な「マニュアル設定」があります。 

設定の前に FOMA 端末がバソコンに接続されている 
かご確認ください。 

1 ria (スタート) J ► 「すべてのプロクラ 
ム」 ► 「FOMA PC 設定ソフト」 

►「FOMA PC 設定ソフト」を開く 

この設定ソフトでは、お客様の選択した「接続方法」および 
「接続プ□パイダの情報」に従い、表示される設問に対する 
選択 • 入力を進めていくと、簡単に FOMA 用ダイヤルアッ 
プを作成できます。 

• 「かんたん設定」からパケット通信を設定する場合は P .36 
参照。 

• 「かんたん設定」から 64 K データ通信を設定する場合は 
P .38 参照。 

• 「接続先 ( APN ) 設定」をする場合は P .41 参照。 
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通信ポート指定について 

「FOMA PC 設定ソフト」の「メニュー」 

► 「通信設定」を選択する 

• 自動設定（推奨） 

自動的に接続されている FOMA 端末を指定します。 

通常は自動設定をお選びください。 

• CCM ポート指定 

COM ポート番号を指定したい場合に、ご利用の F 0 MA 5 器 
末が接続されている COM ポート番号 （ COM 1〜 99) を 
指定します。 

• CCM ポート番号の確認方法については P .42 参照。 



roKj をクリックする 

設定が適用されます。 


かんたん設定からバケツト通信を選択 
する 


「mopera U 」 または 「 mopera 」 を接続先 
として利用する場合 


最大 3.6 Mbps の高速パケツト通信の設定を行いま 
す。プ□バイダは、ドコモのインターネツト接続サー 
ビス 「mopera U 」 もしくは 「 mopera 」 を利用する 
場合の設定方法です。 

高速パケツト通— 

送受信したデータ量に応じて課金されます。時間を気 
にせずデータ通信ができます。 

受信最大 3.6 Mbps 、 送信最大 384 kbps の高速パ 
ケツト通信が可能です。 

バケツト通信を利用して画像を含むホームページの閲 
覧、データのダウン□ードなどのデータの多い通信を 
行うと、通信料が高額となりますのでご注意くださ 
い。 

• TmoperaJ をご利用いただく場合、通信速度は送受信ともに最 
大 384kbps までとなります。 

「かんたん設定」をクリックする 



「バケット通信」を選択して、「次へ」をク 
■ J ックする 

「バケット通信」にチェックが付いていることを確認して、 
「次へ」をクリックしてください。 


rrmopera UJ への接続 J または 「『 mopera 』 
への接続 J を選択して、「次へ」をクリックする 

mopera U を利用する場合は 「『mopera U 』 への接続」を 
選択します。 mopera を利用する場合は 「『 mopera 』 への 
接続」を選択します。 

「『mopera U 』 への接続」を選択した場合は、ご契約がお済 
みかどうかの確認画面が表示されます。ご契約がお済みの場 
合、「はい」をクリックします。 

•「mopera U 」 または 「 mopera 」 以外のプ□バイダをご 
利用の場合は P .37 参照。 

4 roKj をクリックする 

•パソコンに接続された FOMA 端末から接続先 （ APN ) 設 
定を取得します。しばらくお待ちください。 

接続名を入力して、「次へ」をクリックする 

現在作成している接続の名前を自由に設定できます。わかり 
やすい名前を「接続名」欄にご入力ください。 

•半角の「 ¥ 」「/」「:」「*」「?」「!」「<」「>」「 I 」「"」は入力 
でぎません。 

•発信者番号通知は、海外で利用する場合、「設定しない 
(推奨)」を選択してください。 

* 接続方式は 、 「mopera U 」 は 「 PPP 接続」、 「 IP 接続」両 
方に対応しています。海外で利用する場合は、 「 IP 接続」 

を選択してください。 



g 「次へ」をクリックする 

接続先が 「mopera U 」 または 「 mopera 」 の場合は、ユー 
ザ_名 • パスワードについては空欄でも接続できます。 


設定情報の確認をして、「完了」をクリック 
する 

設定された内容が一覧で表示されます。設定内容に誤りのな 
いことを確認して、「完了」をクリックしてください。 

•設定内容を変更する場合は、「戻る」をクリックします。 

• 「デスクトップにダイヤルアップのシヨートカットを作成 
する」にチェックが付いていれば、デスクトップにシヨー 
トカットが作成されます。 

「 ok 」 をクリックする 

設定が完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プのシヨートカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面が表示されます。接続確認 
後、インターネットブラウザやメールブラウザを起動して通 
信できます。 （ P .40 参照） 



36 












































「mopera U 」 または 「 mopera 」 以外の 
プ□バイダを接続先として利用する場合 


パケツト通信は、通信時間や距離に関係なく送受信さ 
れたデータ量に応じて料金が計算される通信方式で 
す 0 (受信最大 3.6 Mbps 、 送信最大 384 kbps ) 
rmoperaj 以外のプ□バイダを利用する場合は、別 
途契約申し込みなどが必要となる場合があります。 

「かんたん設定」をクリックする 


「接続先 ( APN ) 設定」をクリックする 

お買い上げ時、番号 ( cid ) 1には 「 mopera . ne . jp 」 が、番 
号 ( cid ) 3には 「 mopera . net 」 が設定されています。「追 
カロ」をクリックして、「接続先 （ APN ) の追加」画面で、 
FOMA パケット通信に対応した接続先名 （ APN ) を正しく 
入力して、「〇 K 」 をクリックします。 

「パケット通信設定」の画面に戻ります。新たに設定した接 
続先 （ APN ) を選択して、よろしければ 「0 K 」 をクリック 
してください。 

•プ□パイダの接続先 （ APN )、 対応する接続方式について 
は、各プ□パイダにお問い合わせください。 



—J 継 


「バケット通信」を選択して、 r 次へ」をク 

■ j ックする 

「バケット通信」にチェックが付いていることを確認して、 

「次へ」をクリックしてください。 

「その他」を選択して、「次へ」をクリック 

する 

「その他」にチェックが付いていることを確認して、「次へ」 

をクリックしてください。 

4 roKj をクリックする 

•パソコンに接続された F 0 MA 端末から接続先 （ APN ) 設 
定を取得します。しばらくお待ちください。 

接続名を入力する 

現在作成している接続の名前を自由に設定できます。わかり 

やすい名前を「接続名」欄にご入力ください。 

•半角の「 ¥ 」「/」「:」 「*」「?」「!」 「く」「>」 「I」「"」は 入力 
でぎません。 

•「接続先 （ APN ) の選択」欄には標準で rmopera . ne.jp 
( PPP 接続)」が設定されていますが、「接続先 （ APN ) 設 
定」画面に進んでください。 

•発信者番号通知の設定については、プ□パイダなどから提 
供された各種情報に従ってください。なお、海外で利用す 
る場合は、「設定しない」を選択してください。 




rna- J Aft. J HD J 




く WN>: II 


j 脚方沢 仅 ptniR r rm 

1 職奶® 


「詳細情報の設定」をクリックする 

rip アドレス」 • 「ネームサーパー」の設定画面が表示されま 
す。ご加入のプ□バイダや、社内 LAN などのダイヤルアッ 
プ情報として入力が必要な場合は、入力指示情報をもとに、 
各種アドレスを設定して roKj をクリックします。 

g 「次へ」をクリックする 

0ユーザー名 • パスワードを設定して、「次 
へ」をクリックする 


ユーザ _名 • パ スワー ドの設定は、 インター ネッ トサービス 
プ□バイダから提供された各種情報を、大文字 • 小文字など 
に注意し、正確に入力してください。 
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設定情報の確認をして、「完了」をクリック 
する 

設定された内容が一覧で表示されます。設定内容に誤りのな 
いことを確認して、「完了」をクリックしてください。 

•設定内容を変更する場合は、「戻る」をクリックします。 
•「デスクトップにダイヤルアップのシヨートカットを作成 
する」にチェックが付いていれば、デスクトップにシヨー 
トカットが作成されます。 

roKj をクリックする 

設定が完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プの シヨー トカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面が表示されます。接続確認 
後、インターネットブラウザやメールブラウザを起動して通 
信できます。 （ P .40 参照） 



I かんたん設定から 64 K データ通信を選 
択する 


「mopera U 」 または 「 mopera 」 を接続先 
として利用する場合 


64 K データ通信は接続した時間量に応じて料金が計 
算される通信方式です。（通信速度最大 64 kbps ) 

ドコモのインターネット接続サービス rmopera UJ 
/ rmopera 」 をご利用いただけます 0 

「かんたん設定」をクリックする 



「64 K データ通信」を選択して、「次へ」を 
ク U ックする 

「64 K データ通信」にチェックが付いていることを確認し 
て、「次へ」をクリックしてください。 

rrmopera UJ への接続」または 
「『 mopera 』 への接続」を選択して、「次 


へ」をクリックする 

mopera U を利用する場合は 「『mopera U 』 への接続」を 
選択します。 mopera を利用する場合は 「『 mopera 』 への 
接続」を選択します。 

rrmopera UJ への接続」を選択した場合は、ご契約がお済 
みかどうかの確認画面が表示されます。ご契約がお済みの場 
合、「はい」をクリックします。 

• rmopera U 」 または rmopera 」 以外のプ□パイダをご 
利用の場合は P .39 参照。 


接続名を入力して、「次へ」をクリックする 

現在作成している接続の名前を自由に設定できます。わかり 
やすい名前を「接続名」欄にご入力ください。 

また、「モデムの選択」欄で 、 FOMA P 705 i " または 
PROSOLID "が表示されていることをご確認ください。 
•半角の「 ¥ 」「/」「:」「*」「？」「!」「く」「>」「 I 」「"」は入力 
でぎません。 

• ダイヤルアップ時に発信者番号通知を行うかどうかを選択 
してください 。 rmopera U 」 および rmopera 」 に接続 
する場合は発信者番号が必要です。 



5 「次へ」をクリックする 

接続先が rmopera U 」 または rmopera 」 の場合は、ユー 
ザ_名 • パスワードについては空欄でも接続できます。 

設定情報の確認をして、「完了」をクリック 
する 

設定された内容が一覧で表示されます。設定内容に誤りのな 
いことを確認して、「完了」をクリックしてください。 

•設定内容を変更する場合は、「戻る」をクリックします。 
•「デスクトップにダイヤルアップのシヨートカットを作成 
する」にチェックが付いていれば、デスクトップにシヨー 
トカツトが作成されます。 


「 ok 」 をクリックする 

設定が完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プの シヨート カッ ト アイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面が表示されます。接続確認 
後、インターネットブラウザやメールブラウザを起動して通 
信できます。 （ P .40 参照） 



38 





























「mopera U 」 または 「 mopera 」 以外の 
プ□バイダを接続先として利用する場合 


64 K データ通信は接続した時間量に応じて料金が計 
算される通信方式です。（通信速度最大 64 kbps ) 
rmoperaj 以外のプ□バイダを利用する場合は、別 
途契約申し込みなどが必要となる場合があります。 


「かんたん設定」をクリックする 



「64 K データ通信」を選択して、「次へ」を 


ク U ツクする 


「64 K データ通信」にチェックが付いていることを確認し 
て、「次へ」をクリックしてください。 


「その他」を選択して、「次へ」をクリック 
する 


「その他」にチェックが付いていることを確認して、「次へ」 
をクリックしてください。 


ダイヤルアップ情報を入力する 

「mopera U 」 または rmoperaj 以外の ISDN 同期 64 K 対 
応プ□パイダに接続する場合は、ダイヤルアップ作成時に、 

① 接続名の入力（任意） 

② モデムの選択 （FOMA P 705 i " または PROSOLID ") 

③ プロ；/ (イダ接続の電話番号 
をそれぞれに登録します。 

④ ダイヤルアップ時に発信者番号通知を行うかどうかを選択 
します。 

プ□バイダ情報を元に正しく入力してください。 

•発信者番号通知の設定については、ご利用になるプ□パイ 
ダの指示情報に従ってください。 

* 「接続名」欄に半角の「¥」[7」「:」「*」「?」「!」「<」「>」 
「 I 」「"」は入力できません。 



「詳細情報の設定」をクリックする 

「 IP アドレス」 • 「ネームサーパー」の設定画面が表示されま 
す。ご加入のプ□バイダや、社内 LAN などのダイヤルアッ 
プ情報として入力が必要な場合は、入力指示情報をもとに、 
各種アドレスを設定して rOKJ をクリックします。 


「次へ」をクリックする 

7 ユーザー名 • パスワードを設定して、「次 
へ」をクリックする 

ユーザー名 • パ スワー ドの設定は、 インター ネッ トサービス 
プ□パイダから提供された各種情報を、大文字 • 小文字など 
に注意し、正確に入力してください。 



設定情報の確認をして、「完了」をクリック 
する 

設定された内容が一覧で表示されます。設定内容に誤りのな 
いことを確認して、「完了」をクリックしてください。 

•設定内容を変更する場合は、「戻る」をクリックします。 

• 「デスクトップにダイヤルアップのシヨートカットを作成 
する」にチェックが付いていれば、デスクトップにシヨー 
トカットが作成されます。 

Q 「 ok 」 をクリックする 

設定が完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プのシヨートカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面が表示されます。接続確認 
後、インターネットブラウザやメールブラウザを起動して通 
信できます。 （ P .40 参照） 
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設定した通信を実行する 

P .4 の手順に従って、 FOMA 端末とバソコンを接続し 
ます。 

1 「 KI (スタート)」 ► 「接続先」を開き、 
接続先を選択して「接続」をクリックする 

•通信設定で作成された FOMA 接続のシヨートカットアイコ 
ンを開くと、通信接続を開始するための接続画面が表示さ 
れます。シヨートカットアイコンがない場合は以下の操作 
でアイコンを表示します。 

「 K 1 (スタ— 卜)」 —「コント□—ルパネル」—「ネツト 
ワークとインターネット」--「ネットワークと共有セン 
ター」—「ネットワーク接続の管理」 

2 ユーザー名、パスワードを入力し、「ダイヤ 
ル」をクリックする 

•「 moperaU 」 または 「 mopera 」 の場合はユーザー名、 

パスワードについては空欄でも接続できます。 

• 「次のユーザーが接続するとき使用するために、このユー 
ザー名とパスワードを保存する」にチェックを付けると、 
このユーザーもしくはすべてのユーザーは次回から入力す 
る必要がなくなります。 



接続されたことを確認し、「閉じる」を 
ク U ツクする 

* ブラウザソフトを起動してホームページを閲覧したり、電 
子メールなどを利用できます。 



• ダイヤルアツプ設定を行った FOMA 端末でダイヤルアツプ接続 
を行ってください。異なる FOMA 端末を接続する場合は、再度、 
FOMA 通信設定ファイル（ドライパ）のインス!ルが必要に 
なることがあります。 

•通信中は RDMA 端末の消費電力が大きくなります。 

•バケツト通信中は、 FOMA 端末に通信状態が表示されます。 
「ヮ」（通信中、データ送信中 ） pg 
「△」（通信中、データ受信中） | 

「fM (通信中、データ送受信なし） 

「 fp 」 （発信中、または切断中） 

「[?」（着信中、または切断中） 

• 64 K データ通信中は、 FOMA 端末に 「 EM が表示されます。 

101 ~~ i ~ 


切断のしかた 


1 「_(スタート ) J ► 「接続先」を開く 

通信中のアイコンを選択して、「切断」をク 
■ J ックする 「閉じる」をク 1 J ックする 

•ブラウザソフトを終了しただけでは、通信回線は切断されない 
場合があります。確実に切断するためには、この手順に従って 
回線を切断してください。 

•バソコンに表示される通信速度は実際の通信速度とは異なる場 
合があります。 


FOMA PC 設定ソフトをアンインス 
卜ールする 

アンインストールを実行する前に 

「FOMA PC 設定ソフト」をアンインストールする前 
に、 FOMA 用に変更された内容を元に戻す必要があ 
ります。 

起動中のプログラムを終了する 

•「FOMA PC 設定ソフト」を終了するには、右下にある 
「終了」をクリックします。 

•「FOMA PC 設定ソフト」が起動中にアンインス I ルを 
実行しようとすると、下のような画面が表示されます。ア 
ンインス!ルプ□グラムを中断し、プ□グラムを終了さ 
せてください。 

4ンィンスト-ル中断 . taal ] 

FOMA PCS 定ソフトが実行中です • 

終了させてからアンインストーノレを実行してください • 

アンインスト ーノレを中断します • 
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アンインストールをする 

お使いのパソコンにより画面の表示が異なります。 

• 必ず Administrator 権限またはバソコンの管理者権限を持った 
ユーザーで 行ってください。 

1 ■(スター ト)」 ► 「コント ロール パネ 
ル」 ► 「プログラムのアンインス!^ール」 
を開< 


[NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト」 
を選択して、「アンインストール」をクリツ 
クする ► 「続行」をクリックする 


「はい」をク I ! ックする 

アンインス I ルが実行されプ□グラムが削除されます。 

4 「完了」をクリックする 

「FOMA PC 設定ソフト」のアンインス! -- ルが終了します。 




接続先 ( APN ) の設定 


バケット通信を行う場合の接続先 （ APN ) の設定を 
します。 

FOMA バケット通信の接続先には、 64 K データ通信 
と異なり通常の電話番号は使用しません。あらかじめ 
接続先毎に、 FOMA 端末に APN (Access Point 
Name ) と呼ばれる接続先名を登録し、その登録番 
号 ( cid ) を接続先電話番号欄に指定して接続しま 
す0 

cid (Context Identifier ) とはパケット通信の接続 
先 （ APN ) を FOMA 端末に登録する番号のことで 
す。 

「FOMA PC 設定ソフト」を起動して、 
「マニュアル設定」の「接続先 （ APN ) 設 


定 J をクリックする 




怨她觀順咖 


卩 T 


2 roKj をクリックする 

rOKJ をクリックすると、接続された FOMA 端末に自動ア 
クセスし、登録されている「接続先 （ APN ) 設定」を読み 
込みます。また、設定情報は手順3でメニューの「フアイ 
ル」— 「 FOMA 端末から設定を取得」からも読み込めます。 


接続先 （ APN ) の設定をする 

• FCMA 端末が接続されていない場合、この画面は表示され 
ません。 



接続先 （ APN ) の追加_編集 • 削除 

•接続先 （ APN ) の追加をする場合は「追加」をクリック 
してください。 

• 登録済みの接続先 （ APN ) を編集（修正）する場合は 
「編集」をクリックします。 

• 登録済みの接続先 （ APN ) を削除したい場合は、対象の 
接続先 （ APN ) を選択して「削除」をクリックしてくだ 
さい 。 

※ 「 cidl 」 と 「 cid 3」 に登録されている接続先 （ APN ) 
は削除できません。 （「 cid 3」 を選択して「削除」をク 
リックしても、実際には削除されず、 「 mopera . net 」 

に戻ります。） 

ファイルへの保存 

メニューの r ファイ」レ」—「上書ぎ保存」/「名前を付けて 
保存」からの操作で、 FOMA 端末に登録された接続先 
( APN ) 設定のパックアップを取ったり、編集中の接続先 
( APN ) 設定を保存したりできます。 

ファイルからの読み込み 

メニューの「ファイル」—「開く」からの操作で、パソコン 
に保存されている接続先 （ APN ) 設定を読み込めます。 

FOMA 端末からの接続先 （ APN ) 情報の読み込 
み 

メニューの「ファイル」— 「 FOMA 端末から設定を取得」 
からの操作で、接続先 （ APN ) 設定を FOMA 端末から読み 
込めます。 

FOMA 端末への接続先 （ APN ) 情報の書き込み 

「 F 0 MA 5 器末へ設定を書き込む」をクリックすると、表示さ 
れている接続先 （ APN ) 設定を FOMA 端末に書き込めます。 
なお、 IP 接続に対応していない FOMA 端末に、 IP 情報は書 
き込めません。 

ダイヤルアップ作成機能 

接続先 （ APN ) 設定画面上で追力卩 • 編集された接続先 
( APN ) を選択し、「ダイヤルアップ作成」をクリックする 
と、パケット通信ダイヤルアップが作成できます 。 FOMA 
端末に接続先 （ APN ) 情報の書き込みがされていない場合 
は、 FOMA 端末設定書き込み確認画面が表示されますので、 
「はい」をクリックします。書き込み終了後、「パケット通信 
ダイヤルアップ作成画面」が表示されます。 

任意の接続先名を入力し、「アカウント • パスワードの設定」 
をクリックしてください 。 (mopera U または mopera の場 
合は空欄でも接続できます。） 

ユーザー名とパスワードを入力し、使用可能ユーザーの選択 
をして「〇 K 」 をクリックしてください。 

ご利用のインターネットサービスプ□バイダより、 IP およ 
び DNS 情報の設定が指示されている場合、「詳細情報の設 
定」をクリックし、必要な情報を登録後、 roKj をクリッ 
クしてください。 

設定入力が完了したら、 roKj をクリックしてください。 
ダイヤルアップが作成されます。 

「mopera U 」 または 「 mopera 」 を利用する場合は P .36 参 
照。 

「mopera U 」 または 「 mopera 」 以外のプ□バイダを利用 
する場合は P .37 参照。 
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•接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末に登録される情報であるため、 
異なる FOMA 端末を接続する場合は、再度 FOMA 端末に接続 
先 （ APN ) を登録する必要があります。 

•パソコン側の接続先 （ APN ) を継続利用する場合は、同一 cid 
番号に同一接続先 （ APN ) を FOMA 端末に登録してください。 


ダイヤルアップネットワークの設定を 
する 

バケット通信の設定をする 

「FOMA PC 設定ソフト」を使わずに、パケット通信 
の接続を設定する方法について説明します。 

バケット通信では、パソコンからさまざまな設定を行 
う場合に AT コマンドを使用します。設定を行うため 
には、 AT コマンドを入力するための通信ソフトが必 
C 9 〇 

ドコモのインターネット接続サービス 「mopera U 」 
または rmoperaj をご利用になる場合は、接続先 
( APN ) の設定 （ P .43 参照）は不要です。 

発信者番号通知/非通知の設定 （ P .43 参照）は必要 
に応じて行います 。 （「mopera U 」 または 
rmoperaj をご利用の場合は、「通知」に設定する必 
要があります。） 

く AT コマンドによるバケツト通信設定の流れ〉 



COM ポート番号を確認する 

手動で通信設定を行う場合、 「 FOMA 通信設定ファイ 
ル」（ドライバ）のインストール後に組み込まれた 
「FOMA P 705 iAd「PROSOLID “」（モデム）に 
割り当てられた COM ポート番号を指定する必要があ 
ります。確認方法はご利用になるパソコンの 0 S に 
よって異なります。 

• ドコモのインターネット接続サービス 「mopera U」 または 
rmoperaj をご利用になる場合、接続先 （APN) の設定が不要 
なため、モデムの確認をする必要はありません。 

「 KI (スタート)」 ► 「コントロールパネル」 
を開< 

「コントロールパネル」の「八ードウエアと 
サウンド」から「電話とモデムのオプシヨ 
ン J を開< 

「所在地情報」の画面が表示された場合は、 
「市外局番/エリアコード」を入力して、 
「 ok 」 をクリックする 

A 「モデム」タブを開き 、 「FOMA P 705 i/iJ 
または 「PROSOLID / ij の「接続先」欄の 
COM ポート番号を確認して、 「 OKJ をク 
■ J ックする 

* 確認した COM ポート番号は、接続先 （ APN ) の設定 
( P .43 参照）で使用します。 

• プ□ノくティ画面に表示される内容および COM ポート番号 
は、お使いのパソコンによって異なります。 

• Windows Vista は「八イパーターミナル」に対応してい 
ません 。 Windows Vista の場合は 、 Windows Vista 対応 
のソフトを使って設定してください（ご使用になるソフト 
の設定に従ってください。） 
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接続先 （ APN ) の設定をする 

パケット通信を行う場合の接続先 （ APN ) を設定し 
ます。接続先 （ APN ) は10個まで登録でき、1〜 
10の 「 cid 」 という番号で管理されます。 

「mopera U 」 または 「 mopera 」 をご利用になる場 
合は、接続先 （ APN ) の設定は不要です。 

ここでは接続先 （ APN ) が 「 XXX . abc 」 で、 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01(別売） 
を利用した場合を例として説明します。実際の APN 
はインターネットサービスプ□バイダまたはネット 
ワーク管理者にお問い合わせください。 

ここでの設定はダイヤルアップネットワークの設定 
( P .43 参照）での接続先番号となります。 


発信者番号の通知/非通知を設定する 

パケット通信を行うときに、通知/非通知設定（接続 
先にお客様の発信者番号を通知するかどうかの設定） 
を行えます。発信者番号はお客様の大切な情報なの 
で、通知する際には十分にご注意ください。発信者番 
号の通知/非通知設定は、ダイヤルアップ接続を行う 
前に AT コマンド （* DGP 旧コマンド）で設定できま 
す0 


ダイヤルアップネットワークの設定を 
する 

(スタート ) j ► r 接続先」 

「接続またはネットワークをセットアッ 
プします j をク 1 j ックする 

「ダイヤルアップ接続をセットアップしま 
す」を選択して、「次へ」をクリックする 



モデムの選択画面が表示された場合は、 
「 FOMAP フ051以」または 
「 PROSOLID 以」をクリックする 

•モデムの選択画面は、複数のモデムが存在するとぎのみ表 
示されます 

「接続名」の欄に任意の名前を入力する 

•ここでは例として 「 SAMPLE 」 と入力します。 



Cep - F3 


• [ 修 & 人 tf こ eawM ， ごと twifirfcw 

=¢1 オプレ ■ こビュー « 鼉 1 "ぺて 


Q i mtta 1[— _ 淋一 1 

「ダイヤルアップの電話番号」の欄に接続先 
番号を入力する 

• mopera U に接続する場合、接続先番号には「*99** 
*3#」を入力します。 

0 「ユーザー名」、「パスワード」の欄にイン 
ター ネットサービスプロバイダまたはネッ 
トワーク管理者から指定されたユーザー名 
とパスワードを入力して、「接続」をクリッ 
クする ► 「スキップ」をクリックする 

• mopera U または mopera へ接続する場合は、ユーザー名 
とパスワードは空欄でも接続できます。 

* ここでは、すぐに接続せずに設定の確認のみを行います。 

「接続をセットアップします」をクリックする 
► 「閉じる」をクリックする 




ワイ ¥» レ3： MOMW： ず 

0ィ1«_ 


ジ學 MOYI* —卜^3イ t •レ又單女トワー31¢步卜： F-jr 二 


1 




r _ (スタート ) j ► 「接続先」接続済み 
の接続先を選んで、右クリックから「プロ 
パテイ」を選択する 
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g 「全般」タブで設定を確認する 

ノ':ソコンに2台以上のモデムが接続されている場合は、「接続 
方法」の欄で「モデムー FOMA P 705 i "」 または「モデム 
—PROSOLID "」にチェックが付いているのを確認します。 
チェックが付いていない場合には、チェックを付けます。ま 
た、複数のモデムにチェックが付いている場合は 、 ar | ボタ 
ンをクリックして「モデムー FOMA P 705 i "」 または「モ 
デムー PROSOLID "」の優先順位を一番上にするか、「モデ 
ム ー FOMA P 705 i "」 または「モデムー PROSOLD "」 
以外のモデムのチェックを外してください。 

「ダイヤル情報を使う」にチェックされている場合には 
チェックを外します。 

•「 F 0 MAP 705 i "」 または 「PROSOLD "」に割り当て 
られる COM ポート番号は、お使いのパソコンによって異 
なります。 

• mopera U に接続する場合、接続先番号には「*99** 
*3#」を入力します。 



r ネットワーク」タブをクリックして、各種 
設定を行う 

「この接続は次の項目を使用します」の欄は、「インターネッ 
トプ□トコルパージョン4 ( TCP / IPV 4)」 を選択します。 
「 QoS バケットスケジューラ」は必要に応じて設定してくだ 
さい。 

一般 ISP などに接続する場合の TCP / IP 設定は、 ISP または 
ネットワーク管理者に確認してください。 



1「 オプション」タブをクリックして 、 「PPP 
設定」をクリックする 


すべてのチェックを外して、 「 okj をク 
■ j ツクする 



手順1〇の画面に戻り、 roKj をクリック 
する 


ダイヤルアップ接続する 

P .4 の手順に従って、 F 0 MA 5 崩末とバソコンを接続します。 

1 riai ( スタート)」 ► 「接続先」を開く 

接続先を選択して「接続」をクリックする 



曝！拿，办鬌 


肝 , ' ]] 

内容を確認して「ダイヤル」をクリックする 

• mopera U または mopera へ接続する場合は、ユーザー名 
とパスワードは空欄でも接続できます。 

4 接続中の状態を示す画面が表示される 

この間にユ_ザ_名、パスワードの確認などの□グオン処理 
が行われます。 
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接続完了後、「閉じる』をクリックする 

•ブラウザソフトを起動してホームページを閲覧したり、電 
子メールなどを利用できます。 



• ダイヤルアツプ設定を行った FOMA 端末でダイヤルアツプ接続 
を行ってください。異なる FOMA 端末を接続する場合は、再 
度、 FCMA 通信設定ファイル（ドライパ）のインス! -- ルが必 
要になることがあります。 

•通信中は FOMA 端末の消費電力が大きくなります。 

•パケツト通信中は、 FOMA 端末に通信状態が表示されます。 

「▽」（通信中、データ送信中 ） RIF - TF " 

「6」（通信中、データ受信中） 

「&■」（通信中、データ送受信なし） 

「[?」（発信中、または切断中） 

「5>」（着信中、または切断中） 

• 64 K データ通信中は、 FOMA 端末に「.」が表示されます。 

p ~~ i 7T" 


切断のしかた 


タスクトレイのダイヤル 
アップアイコンをク 1 J ツク 
する 



「接続または切断」を選択して、「切断」を 
ク U ックする>「閉じる」をク 1 J ックする 

•ブラウザソフトを終了しただけでは、通信回線は切断されない 
場合があります。確実に切断するためには、この手順に従って 
回線を切断してください。 

•パソコンに表示される通信速度は実際の通信速度とは異なる場 
合があります。 


ぃットワークに接続できないときは 


ネットワークに接続できない（ダイヤルアップ接続が 
できない）場合は、まず以下の項目について確認して 
ください。 


こんなときは 

こうします 

「FOMA 

P 705 i / jJ または 
「 PR 0 S 0 LID "」 

がパソコン上で認 
識できない 

-お使いのパソコンが動作環境 （ P .2 参照） 

を満たしているかを確認してください。 

- 「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライパ）が 
インス1ルされているか確認してくださ 
い。 

• FOMA 端末がパソコンに接続され、電源が 
入っているか確認してください。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01 
(別売）がしっかりと接続されているかを確 
認してください。 

相手先に接続で 
きない 

• D (ユーザー名）やパスワードの設定が正 
しいかどうか確認してください。 

•「mopera U 」 または 「 mopera 」 のように 
発信者番号の通知が必要な場合、電話番号 
に「184」を付加していないかどうかを確 
認してください。 

• モデムのプ□パティで「フロー制御を使う」 
にチェックが付いていることを確認してく 
ださい。 

• 上記の確認を行っても相手先に接続できな 
い場合は、インターネットサービスプ□パ 
イダまたはネットワーク管理者に設定方法 
などについてご相談ください。 


64 K データ通信の設定 

「FOMA PC 設定ソフト」を使わずに、 64 K データ通 
信の接続を設定する方法について説明します。 


ダイヤルアツプ接続と TCP / IP の設定 


64 K データ通信のダイヤルアップ接続と TCP / IP の 
設定はバケット通信での設定 （ P .42 参照）と同じで 
す0 

以下の点に注意して操作してください。 

• 64K データ通信では接続先 （APN) の設定をする必要はありま 
せん。ダイヤルアップ接続の接続先にはインターネットサービス 
プロパイダまたはネットワークの管理者から指定された接続先の 
電話番号を入力してください。 （mopera U に接続する場合は 
「*8701」、 mopera に接続する場合は「*9601」と電話番号 
欄に入力してください。） 

•「発信者番号通知/非通知の設定」、「その他の設定」は必要に応 
じて設定してください。 

(mopera U または mopera に接続する場合、発信者番号の通知 
が必要です。） 

•設定内容の詳細については、インターネットサービスプロバイダ 
またはネットワークの管理者にお問い合わせください。 


接続 • 切断のしかた 


バケツト通信での操作と同じです。 P .40、 P .44 の 
手順に従って操作してください。 
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FirstPass PC ソフトを利用する 

FirstPass PC ソフトは、 FirstPass 対応の FOMA 
端末で取得したユーザ証明書を使ってバソコンの 
Web ブラウザから FirstPass 対応サイトにアクセス 
できるようにするものです。 

FirstPass PC ソフトインス I ル時 
の注意 


動作環境をご確認ください 


FirstPass PC ソフトは以下の動作環境でご利用くだ 
さい0 


項目 

必要環境 

パソコン本体 

PC - AT 互換機 

0 S 

Windows Vista (日本語版） 

必要メモリ 

512 M バイト以上※ 

八ードディスク容量 

1 0 M パイト以上の空き容量※ 

ブラウザ 

Microsoft ® Internet Explorer 7.0 以上 


※必要メモリおよび八ードディスクの空き容量はシステム環境に 
よつて異なることがあります。 


インス!-ールする前に 


FirstPass PC ソフトをインス I ルする前に CD - 
ROM 内の 「 FirstPassPCSoft 」 フォルダ内の 
「 FirstPassManual 」（ PDF 形式）をご覧ください 0 


FirstPass PC ソフトをインス I ^ール 
する 

お使いのパソコンにより画面の表示が多少異なりま 
す。 

付属の 「FOMA P 705 iiu / PR 0 S 0 UD iU 
用 CD - ROMJ をパソコンにセツトする 

9 FirstPass PC ソフトをインス I ルするには 

「データリンクソフト•各種設定ソフト」を 
ク U ツクする 



Q 「FirstPass PC ソフト」の「インス I 
ル」をクリックする 

引き続き、「簡易操作マニュアル」 （ PDF 形式）の手順に 
従ってインストールしてください。 
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「インス! JUJ をクリックすると、下記のような警告画 
面が表示される場合があります。この警告は 、 Internet 
Explorer のセキュリティの設定によつて表示されますが、 
使用には問題ありません。 

•「ファイルのダウンロードーセキュリティの警告」 
ウィンドウが表示された場合 

「実行」をクリックしてください。 



•「Internet Explorer —セキユリテイの警告」 
ウインドウが表示された場合 

「実行する」をクリックしてください。 



AT コマンドを 
利用する 



AT コマンドについて 

AT コマンドとは、パソコンで FOMA 端末の機能の設 
定や変更を行うためのコマンド（命令）です。 

※八丁コマンドー覧では、以下の略を使用しています。 

[AT] : FOMA P 705 i 以 Command Port または 

PROSOLID u Command Port で使用できるコマ 
ンドです。 

[M] : FOMA P 705 iA/ (モデム）または PR0S0LID 以 （モ 
デム）で使用できるコマンドです。 

[&F] : AT&F コマンドで設定が初期化されるコマンドです。 
[&W] : AT&W コマンドで設定が保存されるコマンドです。 
ATZ コマンドで設定値を呼び戻せます。 

•外部機器から発信 • AT コマンド発信を行った場合、 2inl の A 
モード、デュアルモード中は A ナンパー、 B モード中は B ナン 
パーで発信します。 


AT コマンドの入力形式 

AT コマンドの入力は通信ソフトのターミナルモード 
画面で行います。必ず半角英数字で入力してくださ 
い。 

* 入力例 

ATD * 99 * * * 1 # 

リターンマーク 

-パラメータ 

-コマンド 

•AT コマンドはコマンドに続くパラメータ（数字や記号） 
を含めて、必ず1行で入力します。 

•ターミナルモードとは、パソコンを1台の通信端末（夕ーミナ 
ル）のように動作させるモードのことです。キ_ポ_ドから入 
力した文字が通信ポートに接続されている回線に送られます。 


オンラインデータモードとオンライン 
コマンドモードを切り替える 

FOMA 端末をオンラインデータモードとオンライン 

コマンドモードに切り替えるには、以下の2つの方法 

があります。 

•「+++」コマンドまたは rS 2 J レジスタに設定し 
たコードを入力します。 

•「 AT & D 1」 に設定されているときに、 RS -232 C ^ 
の ER 信号を OFF にします。 

•オンラインコマンドモードからオンラインデータモードに切り替 
える場合は、 「ATO0J と入力します。 

※ USB インタフェースにより、 RS -232 C の信号線がエミユレー 
卜されていますので、通信アプリによる RS -232 C の信号線制御 
が有効になります。 


■設定の保存について 

AT + CGDCCNT コマンドによる接続先 ( APN ) 西3定、 
AT + CGEQMIN / AT + CGEQREQ コマンドによる QoS 設定、 

AT * DGAPL/AT * DGARL/AT * DGANSM コマンドによる着 
信許可 • 拒否設定、 AT * DGP 旧コマンドによるバケツト通信の 
番号通知 • 非通知の設定、および AT + CLIR コマンドによる発番 
号通知制限の設定を除き、 AT コマンドによる設定は、 F 0 MA 端 
末の電源 OFF • ON または外部機器の取り外し時に初期化されて 
しまいますのでご注意ください。なお、 [& W ] が付いているコマ 
ンドについては、設定後に 「 AT & Wflij と入力することにより 
設定を保存できます。このとき、 [& W ] が付いている他の設定値 
も同時に保存されます。これらの値は、電源 OFF • ON 後であっ 
ても、 「 ATZ 0」 と入力することにより、設定値を復元できま 
す。 
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AT コマンドー覧 


AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

A / 

直前に実行したコマンドを 
再実行します。またキャ 


— 

N 

0 K 

[ M ] 

リッジリターンは不要です。 




AT%V 

FOMA 端末のパージョンを 


— 

AT%V 


表しま^"。 



Verl .00 

[ M ] 




OK 

AT&Cn 

□ TE への回路 C □信号の動 

n =0 : 

C □は常に CN 

AT & C 1 

[ M ] 

作条件を選択します。 

门=1: 

C □は相手モデムのキヤリアに応じて変 

OK 

[& F ][& W ] 



化します。（初期値） 


AT&Dn 

□ TE から受け取る回路 ER 

n =0 : 

ER の状態を無視します。（常に ON とみ 

AT & D 1 


信号がオン/オフ遷移した 


なします。） 

OK 


ときの動作を選択します。 

门=1: 

门=2 : 

ER が ON から OFF に変化すると、オン 
ラインコマンド状態になります。 

ER が ON から OFF に変化すると、オフ 


[ M ] 



ラインコマンド状態になります。（初期 


[& F ][& W ] 



値） 


AT&En 

接続時の速度表示の仕様を 

n =0 : 

無線区間通信速度を表示します。 

AT & E 0 

[ M ] 

選択します。 

门=1: 

□ TE シリアル通信速度を表示します。 

OK 

[& F ][& W ] 



(初期値） 


AT&Fn 

すべてのレジスタを工場出 

n =0 のみ指定可能です。（省略可） 

— 


荷時の設定値に戻します。 
通信中に本コマンドが入力 
された場合、回線切断処理 




[ AT ][ M ] 

を行います。 




AT&Sn 

□ TE へ出力するデータセッ 

n =0 : 

□ R は常に ON (初期値） 

AT & S 0 

[ M ] 

トレディ信号の制御を設定 

门=1: 

□ R は回線接続時（通信呼確立時）に 

OK 

[& F ][& W ] 

します。 


ON となります。 


AT&Wn 

現在の設定値を記憶します。 

n =0 のみ指定可能です。（省略可） 

— 

[ M ] 





AT*DANTE 

アンテナの本数を表示しま 

=0 : 

FOMA 端末のアンテナが圏外 

AT*DANTE 


す。 （0 〜 3) 

=1: 

FOMA 端末のアンテナが0本または1本 

* DANTE :3 



=2 : 

FOMA 端末のアンテナが2本 

OK 



=3 : 

FOMA 端末のアンテナが3本 

AT * DANTE =? 





* DANTE :(0-3) 

[ AT ][ M ] 




OK 

AT * DGANSM=n 

パケット着信呼に対する着 

n =0 : 

着信拒否設定および着信許可設定を無 

AT * DGANSM =0 


信拒否/許可設定のモード 


効にします。（初期値） 

OK 


を設定します。 

门=1: 

着信拒否設定 （ AT * DGARL ) を有効 

AT ^ DGANSM ? 


本コマンドによる設定は、 


にします。 

* DGANSM :0 


設定コマンド入力後のパ 

门=2 : 

着信許可設定 （ AT * DGAPL ) を有効 

OK 


ケット通信着信呼に対し有 


にします。 


[ M ] 

効となります。 

AT * DGANSM ? :現在の設定を表示します。 


AT * DGAPL=n 

パケット着信呼に対して着 

n =0 : 

< cid > で定義された APN を着信許可リ 

AT * DGAPL =0,1 

[, cid ] 

信許可を行う APN を設定し 


ストに追加します。 

OK 


ます。 

门=1: 

< cid > で定義された APN を着信許可リ 

AT ^ DGAPL ? 


APN の設定は、 


ストから削除します。 

* DGAPL :1 


AT + CGDCONT で定義さ 



OK 


れた < cid > パラメータを用 

く cid > が省略された場合には、すべての cid に 

AT*DGAPL 二 1 


います。 

適用します。 

OK 





AT ^ DGAPL ? 

[ M ] 


AT * DGAPL ? :着信許可リストを表示します。 

OK 

AT * DGARL=n 

パケット着信呼に対して着 

n =0 : 

< cid > で定義された APN を着信拒否リ 

AT * DGARL =0,1 

[, cid ] 

信拒否を行う APN を設定し 


ストに追加します。 

OK 


ます。 

门=1: 

< cid > で定義された APN を着信拒否リ 

AT ^ DGARL ? 


APN 設定は、 


ストから削除します。 

氺 DGARL 1 


+ CGDCONT で定義された 



OK 


< cid > パラメータを用いま 

cid が省略された場合には、すべての cid に適用 

AT*DGARL 二 1 


す。 

します。 


OK 

AT ^ DGARL ? 

[ M ] 


AT * DGARL ? :着信拒否リストを表示します。 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT * DGPIR=n 

本コマンドの設定は、発信 

n =0 : APN をそのまま使用します。（初期値） 

AT * DGPIR =0 


時、着信時に有効となりま 

n = l : APN に" 184" を付加して使用します。 

0 K 


す。 

(常に非通知） 

AT ^ DGPIR ? 


ダイヤルアップネットワー 

n =2 : APN に" 186" を付加して使用します。 

* DGPIR :0 


クでの設定でも、接続先の 

(常に通知） 

OK 


番号に186 (通知）/ 

184 (非通知）を付けるこ 
とができます。 （ P .23、 

AT * DGPIR ? :現在の設定を表示します。 


[ M ] 

P .43 参照） 



AT*DRPW 

受信電力指標を表示します。 

— 

AT^DRPW 


(0 :最小値〜75 :最大値） 


氺 DRPW :0 

[ AT ][ M ] 



OK 

+++ 

オンライン状態のとき、エ 
スケープシーケンスが実行 
されると回線を切断するこ 
となくオンラインコマンド 



[ M ] 

状態に移行します。 



AT+CAOC 

現在もしくは直前呼の課金 

リザルト： + CAOC :" n " 

AT+CAOC 


情報を表示します。 

n :課金情報を16進数で表示します。 

+ CA 0 C :"00001 E " 

[ M ] 



OK 

AT+CBC 

バッテリー状態を表示しま 

リザノレト： + CBC : n,m 

AT+CBC 


す。 

n =0 : FOMA 端末が充電池により動作 

+ CBC : 0,80 



している状態。 
n=l :充電中状態。 

OK 



n =2 :充電池が取り外されている状態。 

n =3 :電源供給に問題がある状態。 


[ M ] 


m =0 〜100 :電池残量 


AT + CBST = n , l ,0 

利用するベアラサービスの 

n = l 16 : 64000 bps (bit transparent ) (初 

AT + CBST =1 16,1,0 


設定を行います。 

期値） 

OK 



n = l 34 : 64000 bps ( multimedia ) 

AT + CBST ? 

[ M ] 



+ CBST :1 16,1,0 

[& W ][& F ] 



OK 

AT + CDIP=n 

着信時に着サブアドレスを 

n =0 :着信時に着サブアドレスを表示しませ 

AT + CDIP =0 


パソコンに表示するかどう 

ん。（初期値） 

OK 


かの設定をします。 

n = l :着信時に着サブアドレスを表示します。 

AT + CDIP ? 



リザルト ： +CDIP : < n >,< m > 

+ CDIP :0,1 



m =0 :マルチナンパー未契約 

OK 

[ M ][ AT ] 


m = l :マルチナンパー契約中 


[& F ][& W ] 


m =2 :不明 


AT+CEER 

直前の呼の切断理由を表示 

< report > 

AT+CEER 


します。 

切断理由一覧 （ P .56 参照） 

+ CEER :36 

[ M ] 



OK 

AT+CGDCONT 

パケット発信時の接続先 

P .55 参照。 

P .55 参照。 

[ M ] 

( APN ) を設定します。 



AT+CGEQMIN 

パケット通信確立時にネッ 

AT + CGEQMIN 二[パラメータ] 

P .55 参照。 


トワーク側から通知される 

P .55 参照。 



QoS (サービス品質）を許 

AT+CGEQMIN 二？ 



容するかどうかの判定基準 

設定可能な値のリストを表示します。 



値を登録します。 

AT + CGEQMIN ? 


[ M ] 


現在の設定を表示します。 


AT+CGEQREQ 

バケット通信の発信時に 

AT + CGEQREQ 二[パラメータ] 

P .55 参照。 


ネットワークへ要求する 

P .55 参照。 



QoS (サービス品質）を設 

AT+CGEQREQ 二？ 



定します。 

設定可能な値のリストを表示します。 
AT + CGEQREQ ? 


[ M ] 


現在の設定を表示します。 


AT+CGMR 

FOMA 端末のパージョンを 

— 

AT+CGMR 


表します。 


1234512345123456 

[ M ] 



OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT + CGREG=n 

ネットワーク登録状態を通 

n =0 :通知なし。（初期値） 

AT + CGREG =1 


知するかどうかを設定しま 

n = l :通知あり。圏内•圏外が切り替わった 

OK 


す。応答される通知により 

ときに通知します。 

(通知ありに設定） 


圏内/圏外を表示します。 

(問い合わせ） 

AT + CGREG ? 



AT + CGREG ? 

+ CGREG :1,0 



+CGREG : < n >,< stat > 

OK 



n :設定値 

(圏外を意味している） 



stat : 

0:パケット圏外 

(圏外から圏内に移動した場 



1:パケット圏内 

合） 

[ M ] 


4 :不明 

+ CGREG :1 

[& F ][& W ] 


5 :パケット圏内（□—ミング中） 


AT+CGSN 

FOMA 端末の製造番号を表 

- 

AT+CGSN 


TJX しま9 〇 


123456789012345 

[ M ] 



0 K 

AT + CLIP=n 

64 K データ通信/テレビ電 

n =0: 通知しません。（初期値） 

AT + CLIP =0 


話着信時に相手の発信番号 

n = l :通知します。 

OK 


をパソコンに表示できます。 

リザルト ： +CLIP : < n >,< m > 

AT + CLIP ? 

+ CLIP :0,1 



m =0 :発信時の相手に番号を通知しない NW 

OK 



設定 




m = l :発信時の相手に番号を通知する NW 設 


[ AT ]_ 


定 


[& F ][& W ] 


m =2 :不明 


AT + CLIR=n 

64 K データ通信/テレビ電 

n =0 : CLIR サービスの契約に従い、発番通知 

AT + CLIR =0 


話通信を発信するとき、電 

されます（されません)。 

OK 


話番号を相手に通知するか 

n = l :通話相手に番号発信しません。 

AT + CLIR ? 


どうかを設定します。 

n =2 :通話相手に番号発信します。（初期値） 

+ CLIR :0,1 



リザルト ： +CLIR : < n >,< m > 

OK 



m =0: CUR は起動していません。（常時通知） 

AT + CUR 二？ 



m = l : CUR は起動しています。（常時非通知） 

+ CLIR :(0-2) 



m =2 :不明 

m =3: CUR テンポラリーモード（非通知デ 

OK 



フオルト） 




m =4 : CUR テンポラリーモード（通知デフオ 


[ M ] 


ルト） 


AT + CMEE=n 

FOMA 端末のエラーレポー 

n =0: 通常の ERROR リザルトを用います。 

AT + CMEE =0 


卜の有無の設定を行います。 

(初期値） 

OK 



n = l : +CME ERROR : < e 「「> リザルトコー 

AT+CNUM 



ドを使用し、 < e 「「> は数値を用います。 

ERROR 



n =2 : +CME ERROR : < e 「「> リザルトコー 

AT + CMEE =1 



ドを使用し、<日「「>は文字を用います。 

OK 



AT + CMEE ? :現在の設定を表示します。 

AT+CNUM 



右記は FOMA 端末や接続に異常がある場合のコ 

+CME ERROR : 10 



マンドの実行例です。 

AT + CMEE =2 



+CME ERROR リザルトコードは下記のとおり 

OK 



です。 

AT+CNUM 



1: no connection to phone 

+CME ERROR : SIM 



10: SIM not inserted 

not inserted 



15: SIM wrong 


[ M ] 


16: incorrect password 


[& F ][& W ] 


100: unknown 


AT+CNUM 

FOMA 端末の自局電話番号 

number ： 電話番号 （2 in 1 のモードが B モード 

AT+CNUM 


を表爪します。 

の場合は、 B ナンパーを表示します。） 

+ CNUM :,"+8190123 



type :129もしくは145 

45678",145 



129:国際アクセスコード+を含まな 
い 

145:国際アクセスコード+を含む 

OK 

[ AT ][ M ] 


リザルト: + CNUM : ，く number 〉 ，く type 〉 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT + C 0 PS = n ,2 ,m 

接続する通信事業者を選択 

n=o :才一卜（自動的にネットワークを検索し 

AT + C 0 PS =1,2,"44 F 001" 

[ M ] 

します。 

て通信事業者を選択します。）（初期値） 
n = l :マニュアル （ m に設定された通信事業者 
に接続します。） 

n =2 :通信事業者との接続を解除（切断）しま 
す。 

n =3 :マッピングは行いません。 
n =4 :マニュアルオート （ m に指定された通信 
事業者に接続できなかった場合に「オー 
卜」の処理を行います。） 
m :国番号 （ MCC ) と通信事業者番号 

( MNC ) を16進数の値で表します。書 
式は以下の通りです。 

Digit 1 of MCC … octet 1 bits 1 to 4. 

Digit 2 of MCC - • -octet 1 bits 5 to 8. 

Digit 3 of MCC - • - octet 2 bits 1 to 4. 

Digit 3 of MNC - • - octet 2 bits 5 to 8. 

Digit 2 of MNC - • - octet 3 bits 5 to 8. 

Digit 1 of MNC - • - octet 3 bits 1 to 4. 

OK 

AT+CPAS 

FOMA 端末へ制御信号を送 

U ザルト ： +CPAS : n 

AT+CPAS 

[ M ] 

出できるかを表示します。 

n =0 : F 0 MA 5 器末に対し、制御信号の送受信 
が可能である。 

n = l : F 0 MA 5 器末に対し、制御信号の送受信 
が不可能である。 

n =2 :不明(制御信号の送受信は保証されない） 
n =3 : F 0 MA 5 器末に対し、制御信号の送受信 
が可能であり、かつ着信中である。 
n =4 : F 0 MA 5 器末に対し、制御信号の送受信 
が可能であり、かつ通信中である。 

+ CPAS :0 

OK 

AT + CPIN = n,m 

UIM に関するパスワード 

UIM が PIN 1 / PIN 2 入力待ち状態の時 

AT + CPIN ="1234" 


( PIN 1/ PIN 2) の入力を行い 

n : PIN 1/ PIN 2 

OK 

[ M ][ AT ] 

ます。 

UIM が PIN 1 / PIN 2 □ック解除失敗により PIN 
□ック解除コード入力待ち状態の時 
n : PIN □ック解除コード 
m :新しい PIN 1/ PIN 2 

AT + CPIN ? :現在の SIM に関して要求されて 
いるコ_ド入力の状態を表示し 
ます。 

リザルト ： +CPIN : く' state 〉 
< state>=READY :コード入力要求なし 

< state>=SIM PIN : PIN 1コード入力待ち 
< state>=SIM PIN 2 : PIN 2 コード入力待ち 
< state>=SIM PUK : PIN 1 □ック解除失敗 
により PIN □ック解 
除コード入力待ち 

< state>=SIM PUK 2 : PIN 2 □ック解除失敗 
により PIN □ック解 
除コード入力待ち 

AT + CPIN =" 12345678"," 

1234" 

OK 

AT + CPIN ? 

+ CPIN:SIM PIN 

OK 

AT + CR=n 

回線接続時に CONNECT の 

n =0 :表示しません。（初期値） 

AT + CR =1 


リザ J レトコードを表示する 

n — 1-表 tit します。 

OK 


前に、ベアラサービス種別 

< serv > :パケット通信を意味する" GPRS " の 

ATD *99* 氺 * 1# 

[ M ] 

[& F ][& W ] 

を表爪します。 

み表爪します。 

(回線種別により" SYNC "、 

" AV 32 K \ " AV 64 K ” を表示しま 
す。) 

AT + CR ? :現在の設定値を表示します。 

+CR : GPRS 

CONNECT 

AT + CRC=n 

着信時に拡張 1 」ザルトコ_ 

n =0: + CRING を使用しません。（初期値） 

AT + CRC =0 


ドを使用するかどうかを設 

n = l : + CRING .< type > を使用します。 

OK 

[ AT ][ M ] 

[& F ][& W ] 

定します。 

AT + CRC ? で現在の設定を表示します。 

+ CRING の書式は次のとおりです。 

+CRING : く type 〉 

PPP パケット呼着信時 

+CRING : GPRS " PPP ",„< APN > 

AT + CRC ? 

+CRC : 0 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT + CREG=n 

圏内 • 圏外情報の表示に関 

n =0 :通知なし。（初期値） 

AT + CREG =1 


するリザルト表示の有無を 

n = l :通知あり。圏内•圏外が切り替わった 

OK 


設定します。 

ときに通知します。 

(通知ありに設定） 



(問い合わせ） 

AT + CREG ? 



AT + CREG ? 

+CREG :1,0 



+CREG : < n >,< stat > 

0 K 



n : 設定値 

(圏外を意味している） 



stat : 

0: 音声圏外 

(圏外から圏内に移動した場 



1: 音声圏内 

合） 

[ AT ][ M ] 


4 : 不明 

+CREG :1 

[& F ][& W ] 


5 : 音声圏内（□—ミング中） 


AT + CUSD = n ,"< str >",0 

ネットワークに対して、付 

n =0 :中間リザルトを表示しません。（初期値） 

AT + CUSD =0, 


加サービスの設定や問い合 

n = l :中間リザノレトを表示します。 

OK 


わせを行います。 

< str > :サービスコード 

AT + CUSD =1,"*148”*0 



中間リザルト： m ,"< str >",0 

000#",0 



m =0 :設定完了を示します。 

+ CUSD :0,"148 W ,0 

[ M ] 


m = l :ネットワークから更に情報が要求されて 

OK 

[& F ][& W ] 


いることを示します。 


AT + FCLASS=n 

FOMA 端末に通信種別を設 

n =0 :データ通信（初期値） 

AT + FCLASS =0 

[ M ] 

[& F ][& W ] 

定します。 


OK 

AT+GCAP 

FOMA 端末がサボートする 

U ザルト +GCAP : n 

AT+GCAP 


AT コマンドのリストを表示 

n=+CGSM : GSM コマンドの一部または全 

+ GCAP :+ CGSM,+FCLA 


します。 

部をサボートします。 

SS.+W 



n 二 + FCLASS : + FCLASS コマンドをサボート 

OK 



します。 


[ M ] 


n=+W : + W コマンドをサポートします。 


AT+GMI 

メーカ名 （ Panasonic ) を 

- 

AT+GMI 


表 TJX します。 


Panasonic 

[ M ] 



OK 

AT+GMM 

FOMA 端末の製品名 

— 

AT+GMM 


(FOMA P 705 imyu または 


FOMA P 705 imyu または 

[ M ] 

P 705 iCL ) を表示します。 


P 705 iC し 

OK 

AT+GMR 

FOMA 端末のパージョンを 

— 

AT+GMR 


表しま^"。 


Verl .00 

[ M ] 



OK 

AT + IFC = n,m 

フロー制御方式の選択を行 

n : DCE by DTE 

AT + IFC =2,2 


います。 

m : DTE by DCE 

OK 



0 :フロー制御なし 




1: XON / XOFF フロー制御 




2 : RS / CS ( RTS / CTS ) フロー制御 


[ M ] 


初期値は n , m =2.2 


[& F ][& W ] 


AT + IFC ? で設定値を問い合わせます。 


AT + WS 46 =n 

FOMA 端末の無線通信網を 

FOMA 端末では本コマンドによる無線通信網の 

AT + WS 46=22 


選択します。 

選択は行わないため、モード設定に対しては 

ERROR 



ERROR を応答します。 
n =12 : GSM/GPRS 

AT + WS 46? 

25 

[ M ] 


n =22 : W-CDMA (Wideband CDMA ) 

OK 

[& F ][& W ] 


n =25 :自動選択 


ATA 

FOMA 端末が着信したモー 

— 

RING 


ドに従って着信処理を行い 


ATA 

[ M ] 

ます。 


CONNECT 

ATD 

FOMA 端末に対してパラ 

< cid > :1〜10。 + CGDCCNT で設定した 

ATD *99* 氺氺 1# 


メータ、ダイヤルパラメー 

APN を表します。 cidl に発信する場合 、 「ATD 

CONNECT 


夕の指定に従って自動発信 

*99* * *#」と省略できます。 


[ M ] 

処理を行います。 



ATEn 

コマンドモードにおいて 

n =0 :エコーパックなし 

ATE 1 

[ M ] 

□ TE に対するエコーバック 

n = l :エコーパックあり（初期値） 

OK 

[& F ][& W ] 

の有無を指定します。 



ATHn 

FOMA 端末に対してオン 

n =0: 回線を切断します。（省略可） 

(パケット通信中） 


フック動作を行います。 


+++ 




ATH 

[ M ] 



NO CARRIER 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

ATIn 

認識コードを表示します。 

n =0 : 「NTT DoCoMo 」 を表示します。 

ATI 0 



n = l :製品名を表示します。 （+ GMM と同じ） 

NTT DoCoMo 



n =2 : FOMA 端末のパージョンを表示します。 

OK 



(+ GMR と同じ） 

ATI 1 



n =3 : ACMP 情報要素を表示します。 

FOMA P 705 imyu または 



n =4 : FOMA 端末で通信可能な機能の詳細を 

P 705 iC し 

[ AT ][ M ] 


表しボす。 

OK 

ATOn 

通信中にオンラインコマン 

n =0 :オンラインコマンドモードからオンラ 

ATO 


ドモードから、オンライン 

インデータモードに戻します。（省略可） 

CONNECT 

[ M ] 

データモードに戻ります。 



ATQn 

□ TE へのリザルトコードを 

n =0: リザルトコードを表示します。（初期値） 

ATQ 0 


表示するかどうか設定しま 

n = l :リザルトコードを表示しません。 

OK 


す。 


ATQ 1 

[ M ] 



(このとき、 OK は応答され 

[& F ][& W ] 



ません。） 

ATS 0 =n 

FOMA 端末が自動着信する 

n =0: 自動着信しません。（初期値） 

ATS 0=0 


までの呼び出し回数を設定 

n = l 〜255 :指定したリング回数で自動着信し 

OK 


します。 

ます。 

ATS 0? 



( n 2 10のとき、パケット ( PPP ) 着信の場合 

000 

[ M ] 


は、自動着信せず約30秒で切断されます。） 

OK 

[& F ][& W ] 


ATS 0? で設定値を問し'！合わせます。 


ATS 2 =n 

エスケープキャラクタの設 

n =43 :初期値 

ATS 2=43 


定を行います。 

n =127: エスケープ処理は無効。 

OK 




ATS 2? 

[ M ] 


ATS 2? で設定値を問い合わせます。 

043 

闕 



OK 

ATS 3 =n 

キャリッジリターン （ CR ) 

n = 13 :初期値 （ n = 13のみ指定可） 

ATS 3=13 


キャラクタの設定を行いま 


OK 


す。 

ATS 3? で設定値を問い合わせます。 

ATS 3? 

[ M ] 



013 

[& F ] 



OK 

ATS 4 =n 

ラインフィード ( LF ) キャ 

n = l 0 :初期値 （ n = l 0のみ指定可） 

ATS 4=10 


ラクタの設定を行います。 


OK 



ATS 4? で設定値を問し'！合わせます。 

ATS 4? 

[ M ] 



010 

[& F ] 



OK 

ATS 5 =n 

バックスペース （ BS ) 

n =8 :初期値 （ n =8 のみ指定可） 

ATS 5=8 


キャラクタの設定を行いま 


OK 


す。 

ATS 5? で設定値を問し'！合わせます。 

ATS 5? 

[ M ] 



008 

[& F ] 



OK 

ATS 30 =n 

不活動タイマ（分）を設定 

n =0 〜255 (初期値は 0) (単位：分） 

ATS 30=0 


します。ユーザーデータの 


OK 


送受信がないと、設定した 




時間以上で切断します。本 




コマンドの設定は、 64 K 




データ通信に限ります。設 




定が0の場合、不活動タイ 



[ M ][& F ] 

マ OFF となります。 



ATS 103 =n 

着サブアドレスの区切りの 

n =0 : * (アスタリスク） 

ATS 103=0 


キャラクタを選択します。 

n = l :/ (スラッシュ）（初期値） 

OK 

[ M ][& F ] 


n =2 : ¥またはバックスラッシュ 


ATS 104 =n 

発サブアドレスの区切りの 

n =0 : # (シャープ） 

ATS 104=0 


キャラクタを選択します。 

n = l :% (パーセント）（初期値） 

OK 

[ M ][& F ] 


n =2： & (アンド） 


ATVn 

すべてのリザルトコードを 

n =0 :リザルトコードを数値で返送します。 

ATV 1 

[ M ] 

数字表記または英文字表記 

n = l :リザルトコードを文字で返送します。 

OK 

[& F ][& W ] 

に設定します。 

(初期値） 


ATXn 

接続時の CONNECT 表示に 

n =0: ダイヤル!ン検出なし、ビジー! 

ATX 1 


速度表示の有無を設定しま 

ン検出なし、速度表示なし。 

OK 


す。 

n = l :ダイヤルトーン検出なし、ビジートー 



また、ビジー!ン、ダイ 

ン検出なし、速度表示あり。 



ヤル!ンの検出を行いま 

n =2 :ダイヤル!ン検出あり、ビジー!-一 



す。 

ン検出なし、速度表示あり。 




n =3 :ダイヤルト _ ン検出なし、ビジ _ 卜 _ 




ン検出あり、速度表示あり。 


[ M ] 


n =4 :ダイヤルト _ ン検出あり、ビジ _ 卜 _ 


[& F ][& W ] 


ン検出あり、速度表示あり。（初期値） 
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AT コマンド 

概要 


パラメータ/説明 

コマン ド実行例 

ATZ 

[ M ] 

設定を不揮発メモリの内容 
にリセツトします。通信中 
に本コマンドが入力された 
場合、回線切断処理を行い 
ます。 



(オンライン時） 

ATZ 

NO CARRIER 
(オフライン時） 

ATZ 

0 K 

AT¥S 

[ M ] 

現在設定されている各コマ 
ンド、 S レジスタの内容を 



AT¥S 

El Q 0 VI X 4 & C 1 
& D 2 & S 0 & E 1 ¥ V 0 
S 000=000 

S 002=043 

S 003=013 

S 004=010 

S 005=008 

S 006=005 

S 007=060 

S 008=003 

S 010=001 

S 030=000 

SI 03=000 

SI 04=000 

OK 

AT¥Vn 

接続時の応答コード仕様の 

门=0 : 

拡張リザルトコードを使用しません。 

AT ¥ V 0 

[ M ] 

[& F ][& W ] 

選択を行います。 

n = l : 

(初期値) 

拡張リザルトコードを使用します。 

OK 


※以下のコマンドは、エラーにはなりませんがコマンドの動作はしません。 


• AT (AT のみの入力） 

•ATP (パルス設定） 

• ATS 8 (カンマダイヤルによるポーズ時間設定) 


• ATT ( I -- ン設定） 

• ATS 6 (ダイヤルするまでのポーズ時間設定) 

• ATS 10 (自動切断遅延時間設定） 
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AT コマンドの補足説明 

•コマンド名： +CGDCONT [M] 

•概要 

バケット発信時の接続先 （APN) の設定を行います。 

• 書式 

+CGDCONT=[<cid>[,"<PDP_type>"[,"<APN>"]]] 
•パラメータ説明 

パケット発信時の接続先 （APN) を設定します。設定例は以下 
のコマンド実行例を参照してください。 

<cidM :1〜10 


<PDP_type> : PPP または IP 
：任意 

※く^〇!〉は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 
(APN) を管理する番号です。 

FOMA 端末では1〜10が登録できます。お買い上げ時、 


<cfd>=l には mopera.ne.jp が、く cid>=3 には 


mopera.net が初期値として登録されていますので、 cid は2 
もしくは4〜10に設定します。 

<APN> は、接続先を示す接続先ごとの任意の文字列です。 

ノ C ラメータを省略した場合の動作 

+CGDCONT= :すべての <cid> に対し初期値を 


設定します 

+CGDCONT=<cid> :指定された <cid> を初期値に設 
定します。 

+CGDCONT=? :設定可能な値のリスト値を表示し 


ます。 


+CGDCONT? 


:現在の設定を表示します。 


• コマンド実行例 
AT+CGDC0NT=2,"PPP","abc" 


OK 


※abc という APN 名を登録する場合のコマンド （cid が2の場 
合） 

※本コマンドは設定コマンドですが、 &W により書き込まれる 
不揮発メモリには記憶されません。 &F、Z によるリセット 
も行われません。 

•コマンド名： +CGEQMIN 二[パラメータ] [M] 

•概要 

パケット通信確立時にネットワーク側から通知される QoS 
(サービス品質）を許容するかどうかの判定基準値を登録しま 
す。 


設定パターンは、以下のコマンド実行例に記載されている4パ 
ターンが設定できます。 

書式 


+CGEQMIN 二[く cid>[, ，く Maximum bitrate UL> 
[，く Maximum bitrate DL>]]] 

•パラメータ説明 


ぐ加ン※ ：1〜10 

く Maximum bitrate リし〉※：なし（初期値）または384 
〈Maximum bitrate 口し〉※：なし（初期値）または3648 
※く〇^ンは、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 
(APN) を管理する番号です。 

FCMA 端末では1〜10が登録できます。お買い上げ時、 
<cid>=l には mopera.ne.jp が、く cid>=3 には 
mopera.net が初期値として登録されていますので、 cid は2 
もしくは4〜10に設定します。 

く Maximum bitrate UL> およびく Maximum bitrate DL> 


は、 FOMA 端末と基地局間の上りおよび下り最低通信速度 
[kbps] の設定です。なし（初期値）の場合はすべての速度を 
許容しますが、384および3648を設定した場合はこれらの 
値以外での速度の接続は許容しないため、バケツト通信がつ 
ながらない場合がありますのでご注意ください。 

• パラメータを省略した場合の動作 
+CGEQMIN= :すべての <cid> に対し初期値を 

設定します。 

+CGEQMIN=<cid> :指定された <cid> を初期値に設 

定します。 


• コマンド実行例 

以下の4パターンのみ設定できます。（(1 ) の設定が各 cid に初期 
値として設定されています。） 

(1) 上り/下りすべての速度を許容する場合のコマンド 
(cid が2の場合） 

AT+CGEQMIN=2 

OK 

(2) 上り 384kbps/ 下り 3648kbps の速度のみ許容する場合の 

コマンド 

(cid が3の場合） 

AT+CGEQMIN=3„ 384,3648 
OK 

(3) 上り 384kbps/ 下りはすべての速度を許容する場合のコマ 
ンド （cid が4の場合） 

AT+CGEQMIN=4„384 

OK 

(4) 上りすべての速度/下り 3648kbps の速度のみ許容する場 
合のコマンド （cid が5の場合） 

AT+CGEQMIN=5,„3648 

OK 

※本コマンドは設定コマンドですが、 &W により書き込まれる 
不揮発メモリには記憶されません。 &F、Z によるリセット 
も行われません。 

•コマンド名： +CGEQREQ 二[パラメータ] [M] 

•概要 

バケット通信の発信時にネットワークへ要求する QoS (サービ 
ス品質）を設定します。 

設定は以下のコマンド実行例に記載されている1パターンのみ 
で初期値としても設定されています。 

• 書式 

+CGEQREQ 二[く cid>] 

•パラメータ説明 
<cidM : 卜 1 0 

※く〇^ンは、 FOMA 端末内に登録するバケット通信での接続先 
(APN) を管理する番号です。 

FOMA 端末では1〜10が登録できます。お買い上げ時、 
<cid>=l には mopera.ne.jp が、く cid>=3 には 
mopera.net が初期値として登録されていますので、 cid は2 
もしくは4〜10に設定します。 

• パラメータを省略した場合の動作 
+CGEQREQ 二 :すべての <cid> に対し初期値を 

設定します。 

+CGEQREQ=<cid> :指定されたく cid> を初期値に設 

定します。 

•コマンド実行例 

以下の1ノ くターンのみ設定できます。 

(各 cid に初期値として設定されています。） 

⑴上り 384kbps/ 下り 3648kbps の速度で接続を要求する場 
合のコマンド （cid が3の場合） 

AT+CGEQREQ=3 

OK 

※本コマンドは設定コマンドですが、 &W により書き込まれる 
不揮発メモリには記憶されません。 &F、Z によるリセット 
も行われません。 

•コマンド名： +CLIP 

• 概要 

"AT+CLIP=r の場合のリザルトが下記の書式で表示されます。 
+CLIP : <number><type> 

• コマンド実行例 
AT+CLIP=1 
OK 
RING 

+CLIP : "09012345678", 49 
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切断理由一覧 

■64 K データ通信 


値 

理由 

1 

指定した番号は存在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

相手側が通信中のため、通信がでぎません。 

18 

発信しましたが、指定時間内に応答がありませんでした。 

19 

相手が呼び出し中のため通信がでぎません。 

21 

相手側が着信を拒否しました。 

63 

ネットワークのサービスおよびオプションが有効ではあ 
りません。 

65 

提供されていない伝達能力を指定しました。 

88 

端末属性の異なる端末に発信したか、もしくは着信を受 
けました。 


■パケット通信 


値 

理由 

27 

APN が存在しないか、もしくは正しくありません。 

30 

ネットワークより切断されました。 

33 

要求したサービスオプションは申し込まれていません。 

36 

正常に切断されました。 


リザルトコード 

■リザルトコードー覧 


数字表示 

文字表示 

意味 

0 

0 K 

正常に実行しました 

1 

CONNECT 

相手と接続しました 

2 

RING 

着信が来ています 

3 

NO CARRIER 

回線が切断されました 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けることがで 
ぎません 

6 

NO DIALTONE 

ダイヤル1ンの検出ができま 
せん 

7 

BUSY 

話中音の検出中です 

8 

NO ANSWER 

接続完了タイムアウト 

100 

RESTRICTION 

ネットワークが規制中です 

101 

DELAYED 

リダイヤル規制時間内 


■拡張リザルトコード 


& E 0 のとき 

FOMA 端末一基地局間の接続速度を表示します。 


数字表示 

文字表示 

接続速度 

121 

CONNECT 32000 

32000 bps 

122 

CONNECT 64000 

64000 bps 

125 

CONNECT 384000 

384000 bps 

133 

CONNECT 3648000 

3648000 bps 


& E 1 のとき 


数字表示 

文字表示 

接続速度 

5 

CONNECT 1200 

1200 bps 

10 

CONNECT 2400 

2400 bps 

11 

CONNECT 4800 

4800 bps 

13 

CONNECT 7200 

7200 bps 

12 

CONNECT 9600 

9600 bps 

15 

CONNECT 14400 

14400 bps 

16 

CONNECT 19200 

19200 bps 

17 

CONNECT 38400 

38400 bps 

18 

CONNECT 57600 

57600 bps 

19 

CONNECT 1 15200 

115200 bps 

20 

CONNECT 230400 

230400 bps 

21 

CONNECT 460800 

460800 bps 


• ATVn コマンド （ P .53 参照）が n = l に設定されている場合に 
は文字表示形式（初期値)、 n =0 に設定されている場合には数 
字表示形式でリザルトコードが表示されます。 

•従来の RS -232 C で接続するモデムとの互換性を保つため通信 
速度の表示はしますが、 FOMA 端末一 PC 間は FOMA 充電機能 
付 USB 接続ケーブル01(別売）で接続されているため、実 
際の接続速度と異なります。 

•「 RESTRICTION 」 （数字表示：100)が表示された場合には、 
通信ネットワークが混雑しています。しばらくしてから接続し 
直してください。 


■通信プロトコルリザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

1 

PPPoverUD 

64 K データ通信で接続 

2 

AV 32 K 

テレビ電話 32 K で接続 

3 

AV 64 K 

テレビ電話 64 K で接続 

5 

PACKET 

バケツト通信で接続 


■リザルトコード表示例 


• ATX 0 が設定されている場合 

AT ¥ V コマンド （ P .54 参照）の設定に関わらず、接続完了の際 
に CONNECT のみの表示となります。 

文字表示例： ATD * 99 * * * 1# 

CONNECT 

数字表示例： ATD * 99 * * * 1# 

1 

• ATX 1 が設定されている場合※ 

• ATX 1、 AT ¥ V 0 が設定されている場合（初期値） 

接続完了のときに、 CCNNECT < F 0 MA 5 器末一 PC 間の速度> 
の書式で表示します。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

CONNECT 460800 
数字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

121 

- ATX 1 、 AT ¥ VI が設定されている場合※ 

接続完了のときに、以下の書式で表示します。 
〇〇问~日(：丁<ド01\^端末_卩〇間の速度>卩八〇1<日丁<接続先 
APN >/< 上り方向 （ F 0 MA 端末—無線基地局間）の最高速度 
>/<下り方向 （ F 0 MA 端末—無線基地局間）の最高速度> 
文字表示例 ： ATD * 99氺* * 1# 

CONNECT 460800 PACKET 
mopera . ne.jp /384/3648 
( mopera . ne . jp に、上り最大 384 kbps 、 下り 
最大 3648 kbps で接続したことを表します。） 
数字表示例 ： ATD * 99氺* * 1# 

1215 

※ ATX 1、 AT ¥ V 1 を同時に設定した場合、ダイヤルアップ接 
続が正しく行えない場合があります。 

AT ¥ V 0 だけでのご利用をおすすめします。 
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